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第1章 前提条件
　本書は、コンピューター装置の運用管理技術を有し、本書に記載された製品を利用するため
の、コンピューター OS ( 基本ソフト ) のインストール及びシステム変更の知識、及び、安全
な運用や発生する問題を解決できる人を前提としています。
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第2章 文書中の図記号
表2.1 図記号の意味

図記号 説明
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡、または
重症を負う危険が切迫して生じる場合が想定される内容を示していま
す。
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡、または
重症を負う可能性が想定される内容を示しています。
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が傷害を負う可
能性が想定される場合及び物的損害の発生が想定される内容を示して
います。
この記号は、注意 ( 警告を含む ) をうながす内容があることを示し
ます。 具体的な注意喚起内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示
します。
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、製品内のデータや設定
を失う場合があります。
この記号は、禁止 ( してはいけないこと ) の行為であることを示し
ます。具体的な禁止内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示しま
す。
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、製品内のデータや設定
を失う場合があります。
この記号は、強制 ( 必ずすること ) の行為であることを示します。
具体的な強制内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示します。
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、製品内のデータや設定
を失う場合があります。
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第3章 安全にお使いいただくために
　本製品を安全にお使いいただき、ケガや機器の障害を未然に防止するために、以下の注意事
項を良くお読みください。

警告
本製品の分解、改造、修理をお客様ご自身で行わないでくださ
い。
本品や火災や感電、故障の原因となります。

本製品やコンピューター本体から煙が出たり異臭がした場合
は、直ちに電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてく
ださい。
すぐに販売店、または弊社サポート窓口までご連絡ください。
そのまま使用すると火災や感電、故障の原因となります。

本製品の内部に水などの液体や異物を入れないでください。
万一入った時は、すぐに電源コードを抜いて販売店、または弊
社サポート窓口までご連絡ください。

本製品を、水を使う場所や湿気の多い所で使用しないでくださ
い。
火災や感電、故障の原因となります。

電源コードなどのケーブルを傷つけないでください。
特に、電源ケーブルを傷つけると火災や感電、故障の原因とな
ります。 万一、ケーブルを傷つけたら販売店、または弊社サ
ポート窓口までご相談ください。



安全にお使いいただくために

4

注意
本製品の上に乗ったり、物を乗せたりしないでください。
機器が故障したり、倒れてケガの原因になります。

本製品に添付又はオプションのケーブル、コネクタ以外はご使
用にならないでください。
火災や感電、故障の原因となります。

ぬれた手で電源プラグを触らないでください。
火災や感電、故障の原因となります。

電源プラグの端子にほこりや金属物が付着したままご使用にな
らないでください。
火災や感電、故障の原因となります。
万一付着している場合は、良く拭き取ってからご使用くださ
い。

 

電源プラグはコンセントの奥まで確実に挿し、アースを取って
ご使用ください。
火災や感電、故障の原因となります。
※ 本製品ではアース付きの 3 端子タイプの電源プラグを使用
していますが、一時的にアース線付きの 3 端子－ 2 端子変換
アダプターを使用する場合も必ずアース線を接続してご使用く
ださい。
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第4章 製品の特徴
　このたびは SupremacyIII RAID シリーズをお買い求め頂き、誠にありがとうございま
す。
　SupremacyIII RAID シリーズは、ニューテックが自社開発した新型の RAID コントロー
ラーを搭載するストレージ製品です。
　新開発の RAID コントローラーはマルチコア CPU を採用し処理の高性能化を図っておりま
す。また、筐体は EIA 2U ラックマウントサイズで、3.5 インチドライブが 16 台搭載可能で
す。SAS および SATA ( 6Gbps 対応 ) の各種容量のドライブが搭載可能です。

高速ホストインターフェース
　SupremacyIII RAID は、ホストインターフェースが FC (ファイバーチャネル）16Gbps
に対応し、従来製品 ( SupremacyII RAID シリーズ )の 2 倍の速度を実現しました。

高信頼性の RAID レベル 6
　SupremacyIII RAID は、構成される RAID アレイ毎に異なる RAID レベルを設定するこ
とが可能です。サポートされている RAID レベルは、

• RAID レベル 0 ( ストライピング : 冗長性無し )

• RAID レベル 1 ( ミラーリング : 冗長性普通、または高い )

• RAID レベル 5 ( ストライピング : 冗長性普通 )

• RAID レベル 6 ( ストライピング : 冗長性高い )

の通りで、ご使用になられるシステムや環境に応じて最適な RAID レベルを選択することが
できます。
　また、RAID レベル 0 は、RAID レベル 1 と組み合わせた、次の RAID レベルも構成可能
です。

• RAID レベル 10 ( ミラーリング & ストライピング：冗長性普通 )

　信頼性のレベルが高く、実際に使用できる容量の大きい RAID レベル 6 の使用を推奨いた
します。

不良セクタの修復機能
　SupremacyIII RAID は、冗長化された RAID アレイ内のドライブ 1 台に不良セクタを発
見しても、残りのドライブからパリティを生成することで、ホストコンピューターへ高速に応
答することができます。 また、マルチタスク の OS を採用しているため、完全に独立した修
復タスクをバックグランドで起動しながら上書修復 ( オーバーライトリカバリー ) を行いま
す。
　通常は、この上書修復によって修復処理は成功しますが、ドライブ表面のキズやホコリな
ど、物理的な損傷や劣化によって上書修復が失敗したとしても、セクタリロケート ( セクタ
の代替処理 ) によって更なる修復処理を行い、大切なデータを守ります。

クイックビルド
　SupremacyIII RAID は出荷時に所定の RAID レベルに構成されていますが、お客様のシ
ステムプランに基づいた RAID 構成に組み直す場合でも、ビルド開始直後からホストコン
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ピューターからのアクセスに対してボリュームサービスを開始することが可能です。 RAID
構成が完了するまでの時間はドライブの容量が大きくなるほど長くなりますが、本機能によっ
て、ビルドの終了を待たなくても運用が開始できる利点があります。

オートリビルド ( 自動再構築 )
　ドライブの故障などによって RAID アレイの冗長性のレベルが低下すると、筐体内にスペ
アドライブが存在する場合、リビルドが自動的に開始されます。
　尚、オートリビルドは、冗長性の無い RAID レベルの RAID アレイでは機能しません。

RAID アレイとドライブのチェック機能
　RAID アレイのチェック機能は、RAID アレイからデータを正常に読み出せるかを検査し、
エラーがある場合は修復を試みます。本機能は、デグレードしていない冗長性がある RAID
アレイに対してのみ有効です。
　ドライブのチェック機能は、ドライブに不良ブロックがないか検査します。修復は行われま
せん。
　どちらのチェック機能もダッシュボードからの手動実行と、スケジューラーから指定時刻、
または指定間隔で自動実行を行うことができます。

パワーセーブ機能
　本機能によって、一定時間アクセスがないドライブの回転を停止して「スタンバイモード」
に、アクセスが必要になったときにスピンアップして「アイドルモード」に移行させること
で、消費電力を低減させることができます。
　本機能を無効に設定することも可能ですが、この場合は常にアイドルモードとなります。

障害通知機能
　2 種類の障害通知機能がサポートされ、様々なメンテナンスシーンで活用できます。
( 1 ) E メールによる障害通知
( 2 ) SNMP トラップでの障害通知

拡張筐体 ( JBOD )
　拡張筐体として最大 2台の Cloudy II 4U JBOD を接続することが可能です。ストレージ容
量のスケーラビリティを大幅に強化することができます。
　拡張筐体の接続は、デイジーチェーン型の接続に対応しています。
　拡張筐体接続の注意点は、拡張筐体の接続の項を参照してください。
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第5章 梱包品の内容確認
　製品の梱包を開け、添付の梱包品リストに記載されているものが一式揃っていることを確認
してください。万一、不足品があった場合、速やかに弊社営業窓口、もしくは販売代理店まで
ご連絡ください。

製品の出荷日より 30 日以内にご連絡いただけない場合、その不足品
の支給が有償となることがあります。
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第6章 製品各部の名称
6.1. 筐体前面

(1)

(2)

(3) MUTE

POW

ERR

FAN

( 1 ) 前面ドライブホルダ
　前面ドライブホルダには HDD、または SSD が搭載され、筐体から着脱が可能になってい
ます。 前面のスロット番号は以下の通りです。

Slot 0 Slot 1 Slot 2 Slot 3
Slot 4 Slot 5 Slot 6 Slot 7
Slot 8 Slot 9 Slot 10 Slot 11

( 2 ) スロットステータスランプ
　ドライブ、または RAID アレイの状態 ( ステータス ) を LED の色と点滅によって表しま
す。

LED
の色

LEDの
状態 ドライブの状態

点灯
このドライブがグローバルスペアドライブ、共有スペアドライブ、ローカ
ルスペアドライブ、タスク実行中ドライブ、使用しないドライブのいずれ
かあることを意味します。

早い点滅 このドライブに対して、スキャンや消去の処理等のアクセスが行われてい
ることを意味します。

青

遅い点滅 認識中のドライブであることを意味します。
点灯 冗長度 2 の RAID アレイのアクティブドライブであることを意味します。

水色
早い点滅 冗長度 2 の RAID アレイのアクティブドライブで、書き込み、または読み

出しが行われているドライブであることを意味します。
点灯 冗長度 1 の RAID アレイのアクティブドライブであることを意味します。

緑色
早い点滅 冗長度 1 の RAID アレイのアクティブドライブで、書き込み、または読み

出しが行われているドライブであることを意味します。



製品各部の名称

9

LED
の色

LEDの
状態 ドライブの状態

点灯 冗長度 0 の RAID アレイのアクティブドライブであることを意味します。
橙色

早い点滅 冗長度 0 の RAID アレイのアクティブドライブで、書き込み、または読み
出しが行われているドライブであることを意味します。

点灯
障害 ( failed ) 状態の RAID アレイのアクティブドライブ、または構成ド
ライブが足りないために無効になっているインアクティブ RAID アレイの
ドライブであることを意味します。この RAID アレイはサービスを停止し
ています。

早い点滅 このドライブに対して、スキャンや消去の処理等のアクセスが行われてい
ることを意味します。

赤色

遅い点滅
RAID アレイで使用中に障害が起きたドライブ、起動時や挿入時に認識で
きなかったドライブ、あるいはドライブのチェックで不良ブロックが見つ
かったドライブであることを意味します。

早い点滅 リビルド中の RAID のアクティブドライブで、書き込み、または読み出し
が行われているドライブであることを意味します。紫色

遅い点滅 ロケート中のドライブであることを意味します。
消灯 消灯 ドライブが入っていないスロットであることを意味します。

( 補足 ) • 冗長度に関しては、ドライブの確認のRAID レベル毎の故障ドライブ数と冗長
度の関係表を参照してください。

• RAID アレイにおいて、データ、またはパリティが格納されたドライブをアク
ティブドライブと呼びます。

• 特定の RAID アレイ用のスペアドライブを、ローカルスペアドライブと呼び
ます。

• 指定した複数の RAID アレイ用のスペアドライブを、共有スペアドライブと
呼びます。

• 任意の RAID アレイ用のスペアドライブを、グローバルスペアドライブと呼
びます。

• 拡張筐体の LED に関しては「CloudyⅡ 4U-45Bay ラックマウントJBOD シ
ステム ユーザーズマニュアル」を参照してください。

障害状態のドライブ以外のドライブを取り外さないでください。
データ損失やサーバが停止することがあります。

( 3 ) 筐体ステータス LED、MUTE ホール、電源ボタン

MUTE

FAN

POW

ATT

MUTE

POW

ATT

FAN

表示 意味

FAN 冷却ファン故障ランプ。赤色に点滅した場合、
冷却ファンが故障したことを意味します。

POW 電源故障ランプ。赤色に点滅した場合、電源ユ
ニットが故障したことを意味します。

ATT
温度および背面ドライブ異常ランプ。赤色に点
滅した場合、筐体内部の温度が異常になった、
あるいは背面にあるドライブに障害が発生した
ことを意味します。

全点灯 ロケート中の筐体であることを意味します。

MUTE
MUTEホール。障害が発生した場合など、ブ
ザー音が鳴動しますが、ボールペンやクリップ
などでこのホールを押すと停止します。
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表示 意味
電源ボタン。通電中であれば、このボタンを
1 ～ 2 秒間押すと機器が起動します。また、
動作中にこのボタンを 1 ～ 2 秒間押すことで
シャットダウンをさせることも可能です。
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6.2. 筐体背面

(14)

(1)
(2) (13)

(3) (4) (5)
(15)

(6) (7)(12)
(11)(10)

(9)(8)
(12)

(13)

( 1 ) 背面ドライブホルダ
　背面ドライブホルダには HDD、または SSD が搭載され、筐体から着脱が可能になってい
ます。 背面のスロット番号は以下の通りです。

Slot 12 Slot 13
Slot 14 Slot 15

( 2 ) ホストコンピューター接続用コネクタ ( HOST )
　ホストコンピューターと筐体を接続するためのコネクタです。ポートは 2 つあり、右が
CH0、左が CH1 になります。コネクタの形状は 16Gbps 対応の SFP 型のメスです。添付の
SFP モジュールを装着して使用してください。ポートの左右にある LED は、ポートのリンク
状態とアクセス状態を示します。上から 4Gbpps リンク時点灯（オレンジ）、8Gbps リンク
時点灯（グリーン）、16Gbps リンク時点灯（オレンジ）となり、アクセス中は短い間隔で
点滅します。
( 3 ) USB ポート
　使用しません。なにも接続しないでください。
( 4 ) 管理用 LAN ポート ( RJ45 コネクタ )
　本製品をネットワークに接続し、ウェブブラウザーにて管理を行うために使用します。コネ
クタの２つのランプは、下記表のようなネットワークの状態を示します。

GREEN YELLOW

GREEN ランプ YELLOW ランプ 意味
緑色点灯 消灯 1Gbps リンク中
緑色点滅 消灯 1Gbps 送受信中

消灯 黄色点灯 100Mbps リンク中
消灯 黄色点滅 100Mbps 送受信中

緑色点灯 黄色点灯 10Mbps リンク中
緑色点滅 黄色点滅 10Mbps 送受信中

消灯 消灯 未接続中

( 5 ) 拡張筐体接続用コネクタ ( JBOD )
　拡張筐体と基本筐体を接続するためのコネクタです。拡張筐体との接続の仕方は、拡張筐体
の接続の項を参照してください。
( 6 ) RAID コントローラーステータスランプ
　RAID コントローラーが起動中は赤く点灯し、起動が正常に完了すると緑色に点灯します。
　電源が OFF でも AC から電源供給があるスタンバイ状態では、赤く点灯します。
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( 7 ) リアシリアルポート ( Dsub )
　RAID コントローラーの IP アドレスを調べる時に使用します。
( 8 ) コントローラー固定用ネジ
　コントローラーを筐体に固定するためのネジとなります。コントローラーを取り外すときに
プラスドライバーで回して外し、新しいコントローラーを挿入後に同じネジで固定してくださ
い。それ以外の時は、決して外さないでください。
( 9 ) 取っ手
　コントローラーの挿入、取り外しの際に掴む取っ手になります。筐体を移動・持ち上げる際
には、決して掴まないでください。
( 10 ) 冷却ファン 右 ( 11 ) 冷却ファン 左
　冷却用ファン。ウェブダッシュボードやイベントログでの、冷却用ファンの左右は筐体正面
から見ての方向になります。
( 12 ) 冷却ファン固定用ネジ
　冷却ファンを筐体に固定するためのネジとなります。冷却ファンを取り外すときにプラスド
ライバーで回して外し、新しい冷却ファンを挿入後に同じネジで固定してください。それ以外
の時は、決して外さないでください。
( 13 ) 冷却ファン取り外し用ツマミ
　冷却用ファンを取り外す時に掴んで、引いてください。冷却ファンを取り外すときは、まず
冷却ファン固定用ネジを外してください。
( 14 ) 電源ユニット 0 ( 15 ) 電源ユニット 1
　650W の電源を 2 台搭載し、二重化 ( 冗長化 ) されています。上側が 0 番、下側が 1 番
となります。

(A) (E) (B)

(C) (D)

( A ) 電源ユニットステータスランプ
　電源ユニットの状態を示すランプとなります。状態により下記の通り動作をします。

ランプ状態 意味
消灯 両ユニットとも AC から電源供給がない状態を意味します。

赤点滅 このユニットのみ AC から電源供給がない状態を意味します。

緑点滅 AC から電源供給があるが、RAID コントローラーは停止している状態を意味し
ます。筐体前面の電源ボタンを押すと起動します。

緑点灯 AC から電源供給があり、RAID コントローラーが動作している状態を意味しま
す。

赤点灯 電源ユニットが故障している状態を意味します。
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ランプ状態 意味
赤緑が交
互に点灯 電源ユニットになんらかの異常がある状態を意味します。

※ 点滅時、または交互に点灯時の点灯時間・消灯時間はそれぞれ 1 秒となります。
( B ) AC 電源コネクタ
　添付の AC 電源ケーブルを接続します。
( C ) ケーブル抜け防止器具の取り付け穴
　この穴に添付のAC電源ケーブル抜け防止器具を取り付けます。
( D ) ロック解除レバー
　電源ユニットを取り外す際に、このレバーを左に押してロックの解除をします。
( E ) 取っ手
　電源ユニットを取り外す際に、この取っ手をもって引き抜きます。
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第7章 機器の設置と接続
7.1. 設置場所について

　本装置を設置する場所については、以下の点にご注意ください。

ホコリの多い場所、湿気の多い場所には置かない。
換気扇の近くなどホコリの多い場所、加湿器の近くや水仕事の作業場
などには設置しないでください。また、工場など空気中に油分やその
他微粒子がある環境での設置もできません。このような環境に設置さ
れる場合は、防塵・防油の密閉型ラックキャビネットをご使用される
ことをお奨めします。

振動のある場所。
机上でも引き出しの開閉が頻繁に行われる場所や、振動を起こしてい
る機器の近くには設置しないでください。

高温・低温になる場所。
直射日光の当たる場所や、暖房器具の近くなどには設置せず、周囲
温度がなるべく常温 ( 10 ～ 35℃ ) の場所に設置してください。夜
間・休日などエアコンが停止するオフィスなどの環境では、24 時間
連続稼動システムの運用は避けてください。これは、夏場エアコンの
停止する休日に 24 時間連続稼動システムのトラブルが多く報告され
ており、後の調査で、その環境が 45℃ を超える事例もあったためで
す。また、サーバールームを設けていても、エアコンが集中管理され
ている場合は、オフィスと連動しているため、冬場は冷房に設定でき
ない場合もあります。したがって、サーバールームのエアコンに、必
ず独立稼動できるタイプを設置してください。

他の装置とのスペース。
筐体の左右は 5cm 程度の余裕をもってください。
背面のファン部は、30cm 程度のゆとりをもってください。
ラックマウント製品では、その基準に従って設置しますが、実装され
るキャビネットは、運用の際にはエアフローなどの点において十分冷
却能力のあるタイプを選択してください。また、キャビネットの冷却
能力や、設置場所のエアコンの能力によっては高密度実装ができない
場合があります。その場合には、それぞれの機器間で 0.5U 程度のス
ペースを空けると冷却効率が上がります。

筐体を持ち上げる時は、決して RAID コントローラーの取っ手や天
板を掴まず、筐体の底面に手を入れて持ち上げてください。

7.2. ラックへの取り付け
　ここでは製品添付のラックマウントキットを使用して、RAID 筐体をラックに取り付ける手
順を説明します。ラックマウントキットには、左右 2 組のガイドレール ( L 字型のマウント
レールとサポートレール ) と、取り付けるためのネジが含まれます。

製品添付のガイドレールが取り付けられない場合、ラックキャビネッ
トメーカー様のオプション品から、L 字サポートアングル等を別途ご
用意ください。
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ガイドレールの長さの調節
　まず、取り付けるラックの奥行きに合わせてガイドレールの長さを調節し、長さ調節用のネ
ジで仮止めします。弊社のガイドレールは 480 ～ 800mm の間で長さを変えられます。尚、
長さ調節用のネジは必ず上下、左右に 2 つずつ、計 4 つを止めてください。

・調節例 ( ●は長さ調節用のネジ止め位置 )

ガイドレールの取り付け
　一般的ラックへのガイドレールの取り付け例を示します。
( 1 ) ガイドレールをラックの支柱に合わせ、前後から支柱取り付け用のネジで止めます。

( 2 ) 前後の支柱の巾に合わせ、長さ調整用のネジ ( 4 箇所 ) を本締めします。
　ラックによってはリア側の支柱の位置が異なるため、止め方が図とは異なる場合がありま
す。
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RAID 筐体の取り付け
　一般的ラックへのガイドレールの取り付け例を示します。
　ガイドレールの取り付けが完了したら、RAID 筐体をラックに載せます。RAID 筐体を奥ま
で押し込んだ後に前面の両端をネジ止めします。
ドライブは、RAID 筐体をラックにマウントした後に実装すると、作業が楽になります。
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MUTE

POW

COM

TMP

FAN

MUTE

POW

COM

TMP

FAN

筐体を持ち上げる時は、決してコントローラーの取っ手や天板を掴ま
ないでください。筐体の底面に手を入れて持ち上げてください。

7.3. フロントベゼルの取り付け・取り外し
　オプション品のフロントベゼルの取り付け方法を示します。
( 1 ) 添付の鍵を挿し、右回しに止まるまで回します。　※ 鍵は離すと自動で戻ります。 鍵
を回したまま、ロックレバーをオープン状態にします。

　この状態で、製品本体に合わせて、取付け／取り外ししてください。
( 2 ) 本体合わせ用凸部を製品本体の内側の角穴に合わせ、その後、左側 ( ロックレバー側 )
を本体にセットします。
( 3 ) ロックレバーを離します。次に鍵を離すとロックされます。
　取り外しの時は、取付け時と同様に鍵とロックレバーをオープン状態にして、ロックレバー
側から外してください。

鍵はロック時以外には抜けませんので、無理に引っぱらないようして
ください。
取付け/取り外し時は、ベゼルは、両手で持って作業してください。

7.4. LAN ケーブルの接続
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　添付の管理用 LAN ケーブルを使って、管理用 PC 、または管理用 PC が繋がったネット
ワークのハブやルータと管理用 LAN ポートを接続します。最初のセットアップ時は、IP アド
レスの衝突を防ぐため PC と直結するようにしてください。

7.5. ホストケーブルの接続
接続前に本製品とホストコンピューター、及び他の周辺機器の電源を
切ってください。

RAID 機能が実装されたホストバスアダプター ( HBA ) に接続して
のご使用はサポート対象外となりますので、ご注意ください。

　FC モデルでは添付の SFP モジュールと FC ケーブルを使用して、ホストコンピューター、
またはスイッチと接続してください。

7.6. 電源ケーブルの接続
　AC 100V 電源への接続は、付属の電源ケーブルを用いて下図の通りに行ってください。

 

電源プラグはコンセントの奥まで確実に挿し、アースを取ってご使用
ください。
火災や感電、故障の原因となります。
※本製品ではアース付きの 3 端子タイプの電源プラグを使用してい
ますが、一時的にアース線付きの 3 端子－ 2 端子変換アダプターを
使用する場合も必ずアース線を接続してご使用ください。

本製品の電源は AC 100 ～ 240V ( 単相 ) 50/60Hz です。
これ以外の電源をご使用すると、火災や感電、故障の原因となりま
す。
電源ケーブルは、必ず製品添付の電源ケーブルをご使用ください。
電源ケーブルは、本製品専用です。他の機器には転用しないで下さ
い。
製品付属の電源ケーブルは 電源電圧が AC 115V まで使用できま
す。これ以上の電源電圧を利用するときは、その電源電圧に適した電
源ケーブルをご用意ください。
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AC 200V 電源で使用する場合は、許容電圧 250V / 許容電流 5A
以上のアース付きのケーブルをご用意ください。また 3 相電源で使
用することはできません。

本製品には 2 台の電源ユニットが搭載されています。
必ず 2 台共、添付の電源ケーブルでコンセントに接続してくださ
い。

7.7. 拡張筐体の接続
　拡張筐体として Cloudy II 4U JBOD を接続する場合、その方法について示します。

拡張筐体を接続する場合、基本筐体の RAID コントローラーに搭載
するメモリを、16GB に増設する必要があります。
接続できる拡張筐体は最大 2台までです。それ以上は接続しないでく
ださい。

　基本筐体と拡張筐体との接続、拡張筐体どうしの接続には専用の拡張筐体接続用ケーブル
( 以下 JBOD ケーブル ) を用いて、しっかり接続してください。
　基本筐体の拡張筐体接続用コネクタ ( JBOD ) と、拡張筐体背面にある 4つの SAS コネク
タの内、一番下のコネクタを JBOD ケーブルで接続します。2台目の接続には、1台目の拡張
筐体の下から 2番目のコネクタと、2台目の拡張筐体の一番下のコネクタを接続します。

基本筐体の拡張筐体接続用コネクタ ( JBOD ) と SAS HBA のコネ
クタとの接続、基本筐体の拡張筐体接続用コネクタ ( JBOD ) と拡
張筐体の下から 2番目のコネクタとの接続、拡張筐体の下から 2番目
のコネクタどうしの接続、JBOD ケーブル以外での筐体間接続を行
うと、故障や予期せぬ動作の原因となりますので決して行わないでく
ださい。
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電源投入の際は、まず全ての拡張筐体の電源を投入後、一番最後に基
本筐体の電源を投入してください。
電源 OFF の際は、必ず基本筐体から電源を OFF にしてください。

拡張筐体のホットプラグはサポートしていません。拡張筐体を接続す
る際、接続順序を変更する際は、基本筐体と拡張筐体の電源を OFF
にしてから行ってください。

拡張筐体を接続する場合、RAIDの設定の「ドライブの検出時に自動
的にグローバルスペアにする」を「いいえ」に設定してください。
設定方法は、RAIDの設定の項を参照してください。

拡張筐体によりドライブの台数が増えた場合、起動に10分強かかる
場合があります。

Cloudy II 4U JBOD の詳細に関しては「CloudyⅡ 4U-45Bay ラックマウントJBOD システ
ム ユーザーズマニュアル」を参照してください。

7.8. 電源の投入
　まず、すべての筐体に電源ケーブルが 2 本ずつ接続されていて、基本筐体の電源ユニット
のステータスランプが緑点滅していることを確認してください。 次に拡張筐体がある場合、
基本筐体より先に全ての拡張筐体の電源を入れます（拡張筐体同士の順序は問いません）。
最後に、基本筐体の電源ボタンを 1 ～ 2 秒間押して電源を入れます。RAID コントローラー
背面のステータスランプが緑点灯になるか、ウェブダッシュボードからログインできるように
なれば起動完了です。

設置後の初回の電源投入時には、ドライブ全数が奥まで挿入されてい
ることを確認してください。挿入が不完全な場合、不具合が発生する
可能性があります。
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第8章 ウェブダッシュボードのセット
アップと基本的操作
8.1. ウェブダッシュボード用 PC の要件

　RAID コントローラー操作用のウェブダッシュボードを動かす PC は、下記の要件を満たし
ている必要があります。

表8.1 管理用 PC の要件
対象 要件 補足

表示装置 フルカラー、横 1024 × 縦 768 ピクセル以
上。

入力装置 キーボードとマウス、またはそれらと同等の
機能があること。

ネットワーク IP ネットワーク に接続できる RJ45 形 LAN
インターフェース。

OS

Microsoft Windows Vista/7/8、
Microsoft Windows Server 2008/2012
Mozilla Firefox 25 以降、またはGoogle
Chrome 30 以降が使用できる Linux ディ
ストリビューション（CentOS, Red Hat
Enterprise Linux, Ubuntu, Fedora など)

32/64bit どちらも可

Microsoft Internet Explorer 11
Google Chrome 30ブラウザー
Mozilla Firefox 25

8.2. ウェブダッシュボード用 PC の設定
IP アドレスの設定

　筐体に付属の LAN ケーブルで、RAID コントローラーの管理ポートと ウェブダッシュボー
ド用 PC ( 以降 PC ) の LAN ポートを接続します。PC の IP アドレスを 192.168.1.50、
ネットマスクを 255.255.255.0 に変更してください。PC の IPアドレス の設定の仕方は、
お使いの OS のヘルプやユーザーズマニュアルをご参照ください。

本製品の工場出荷時の IP アドレスは 192.168.1.100 に設定され
ています。
IP アドレスの確認を行う場合には、 「シリアルコンソールによる IP
アドレスの確認」を参照してください。

ウェブダッシュボード用 PC では、安全のため信頼できないウェブサ
イトの閲覧をしないようにしてください。

ウェブブラウザーの設定
　本製品のウェブダッシュボードは、ウェブブラウザー ( 以降ブラウザー ) で動作します。
ここでは Microsoft Internet Explorer ( 以降 MS IE ) を用いて、 説明を致します。
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　ウェブダッシュボードの動作には、MS IE の設定で RAID コントローラーの IP アドレス
を信頼済みサイトに登録して、そのゾーンにおいて Javascript が有効である必要がありま
す。MS IE 以外のブラウザーでは、標準で Javascript が有効になっておりますが、もし無効
にされているようでしたら有効にしてください。以降で MS IE 11 での設定の方法を示しま
す。

　スタートメニュー等から MS IE
を起動して、右上にある歯車ア
イコンか、メニューのツールをク
リックし、次に「インターネット
オプション」をクリックします。

　　　　　　 

　「インターネット オプション」
のダイアログボックスの「セキュ
リティ」タブをクリックします。

　　　　　　 

　「セキュリティ」タブの内の
ゾーンから「信頼済みサイト」を
選択して、「サイト(S)」ボタンを
クリックしてください。
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　「信頼済みサイト」のダイアロ
グボックスの「この Web サイト
をゾーンに追加する(D)」の欄に
「http://192.168.1.100/」を入
力して「追加」ボタンをクリック
し、さらに「abount:blank」を入
力して「追加」ボタンをクリック
してください。次に「閉じる」ボ
タンをクリックしてください。

　　　　　　 

　「インターネット オプション」
ダイアログボックスの「レベルの
カスタマイズ(C)...」ボタンをク
リックしてください。

　　　　　　 

　「セキュリティ設定 － 信頼され
たゾーン」ダイアログボックスの
「設定」の「スクリプト」の「ア
クティブス クリプト」の項目を
有効にしてください。( 通常は標
準で有効になっています。) 次に
「OK」ボタンをクリックしてくだ
さい。

　　　　　　 

　「インターネット オプション」
ダイアログボックスの「OK」ボタ
ンをクリックしてください。
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接続の確認
　MS IE のアドレスバーにキー
ボードで http://192.168.1.100/
と入力して、Enter を押します。

　ウェブダッシュボードのログイ
ンページが表示されることを確認
します。

8.3. ウェブダッシュボードへのログイン
　人物アイコンの右の入力欄に
ユーザーアカウント、鍵アイコ
ンの右の入力欄にパスワードを入
力します。吹き出しアイコンの右
のリストから「日本語」を選び、
「ログイン」ボタンをクリックし
ます。
　ユーザーアカウントは
「 admin 」と「 user 」が選べま
す。「 admin 」は設定の変更と状
況の確認ができますが、「 user 」
は設定の変更はできません。
　各ユーザーのパスワードの初期
値はユーザー名と同じになってい
ます。



ウェブダッシュボードの
セットアップと基本的操作

25

　左のようなホームページが表示
されます。

8.4. ウェブダッシュボードの共通事項
(1)(3)(4) (7)(8) (9) (10)(2)

(12)

(5)

(13)
(14)
(15)
(16)
(17)
(18)
(19)
(20)

(11)

(21)

(6) 　ログイン後のページはすべて、左
のようなレイアウトになります。

(1) メニューボタン。クリックすると (2) のメニューエリアが表示されます。
(2) メニューエリア
(3) ホームボタン。ウェブダッシュボードのホームページに戻ります。
(4) リフレッシュボタン。クリックすると現在のページを再表示します。
(5) ページタイトルが表示されます。
(6) ブザーアイコン。ブザー音が鳴っている時に白くなり、クリックするとブザー音が停止し

ます。
(7) ドライブ障害通知アイコン。ドライブの故障が起きた時に白くなり、故障ドライブ数が赤

で表示されます。クリックすると故障ドライブの一覧が表示されます。
(8) RAID 障害通知アイコン。RAID アレイが障害（failed 状態になった）時に白くなり、壊

れた RAID アレイ数が赤で表示されます。クリックすると壊れた RAID アレイの一覧が
表示されます。

(9) イベント通知アイコン。イベント通知があった時に白くなり、イベント数が赤で表示され
ます。クリックするとイベントログが表示され、アイコンは元の緑色に戻ります。

(10)ログアウトアイコン。クリックするとログアウトします。
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(11)このエリアにはメニューごとのコンテンツが表示されます。
(12)システムページが表示され、サブメニューが展開されます。
(13)ドライブページが表示され、サブメニューが展開されます。
(14)RAID アレイページが表示され、サブメニューが展開されます。
(15)パーティションページが表示され、サブメニューが展開されます。
(16)LUNマッピングページが表示され、サブメニューが展開されます。
(17)ホストページが表示され、サブメニューが展開されます。
(18)スケジュールページが表示され、サブメニューが展開されます。
(19)設定ページが表示され、サブメニューが展開されます。
(20)管理ページが表示され、サブメニューが展開されます。
(21)ファームウェアバージョン、著作権、およびニューテックホームページへのリンクが表

示されます。

8.5. パスワードの設定
　「管理」メニューの「パスワー
ドの変更」ページで、user と
admin のパスワードを変更するこ
とができます。各ユーザーのパス
ワードの初期値はユーザー名と同
じになっています。必ず適切なパ
スワードに変更してご使用くださ
い。パスワードに使える文字は半
角のアルファベットと数字のみで
す。

8.6. シャットダウンと再起動
　「管理」メニューの「シャット
ダウン」ページ、または基本筐体
前面の電源ボタンで、本製品の
シャットダウンを行うことができ
ます。
　「管理」メニューの「シャット
ダウン」ページでは、オプショ
ンでシャットダウンまでの時間、
シャットダウン後に自動的に再
起動するか、再起動するの時に
RAID コントローラーのみを再起
動させるかを指定することができ
ます。
　基本筐体前面の電源ボタンで
シャットダウンするには、電源ボ
タンを 1 ～ 2 秒間押してくださ
い。電源ボタンを押してから 3 分
経っても電源が切れない場合は、
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電源ボタンを 10 秒間以上押し続
けてください。それでも電源が切
れない場合は、電源ケーブルを抜
いてください。
　シャットダウン後に手動で再起
動させるには、電源ユニットに通
電されている状態で基本筐体前面
の電源ボタンを 1 ～ 2 秒間押して
ください。
　拡張筐体は、シャットダウンで
は電源は落ちません。拡張筐体の
電源を切るには、拡張筐体の電源
ボタンを数秒間押してください。



28

第9章 状態や設定、イベントログの確認
9.1. ウェブダッシュボードのホームページ

　ウェブダッシュボードへログイ
ンすると、左のようなホームペー
ジが表示されます。
　ホームページでは、RAID コ
ントローラー、筐体、ドライ
ブ、RAID の状態がまとめて確認
できます。

9.2. システムステータスの確認
　「システム」メニューページで
は RAID コントローラーと全て
の筐体の状態が確認できます。異
常がある場合は、アイコンがオレ
ンジや赤になります。各コンポー
ネントの詳細はアイコンをクリッ
クすることで表示されます。左右
は、正面からの見た時の方向にな
ります。筐体 0 は、基本筐体にな
ります。
　拡張筐体を接続している場合
は、筐体 1、筐体 2、...と表示さ
れます。Cloudy II 4U JBODは筐
体前面部と筐体背面部がそれぞれ
独立した 2つの筐体として認識さ
れます。表示が無い場合は、筐体
間接続や拡張筐体側に問題があり
ます。

9.3. ドライブの確認
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　「ドライブ」メニューページで
は、全てのドライブの情報と状態
が確認できます。各ドライブの詳
細な情報は、各行をクリックする
ことで表示されます。障害がある
ドライブのステータス背景色は赤
色になります。ステータスの背景
色と意味は下記のとおりです。
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ドライブ
ステータス 背景色 意味

global-spare 青色 グローバルスペアドライブ。任意の RAID アレイ用のスペア
ドライブ。

shared-spare 青色 共有スペアドライブ。指定した複数の RAID アレイで共有す
るスペアドライブ。

local-spare 青色 ローカルスペアドライブ。特定の RAID アレイ専用のスペア
ドライブ。

unused 青色

未使用ドライブ。RAID の設定で「ドライブの検出時に自動
的にグローバルスペアにする」が「いいえ」の時に、本製品
用にフォーマットされていないドライブを挿入するとこの状
態になります。使用するにはドライブの「スペアドライブ作
成」を行ってください。

array 水色 冗長度 2 (*1) の RAID アレイのドライブ。
array 緑色 冗長度 1 (*2) の RAID アレイのドライブ。
array 橙色 冗長度 0 (*3) の RAID アレイのドライブ。
array 紫色 同期中の RAID アレイのドライブ。
array 赤色 障害（failed）状態のRAID アレイのドライブ。

faulty 赤色 読み書き等のエラーやタイムアウトにより RAID アレイから
切り離されたドライブ。

failure 赤色 認識、または読み書きのエラーやタイムアウトにより故障と
判定されたドライブ。

reserved 赤色
構成ドライブが足りないために RAID サービスが無効になっ
ている RAID アレイのドライブ。RAID の「インアクティブ
RAID」で有効化、または削除を行ってください。

(*1) 冗長度 2 とは、2 台以上のドライブが故障してもサービスを継続できる状態を意味しま
す。冗長度の詳細は次の表を参照してください。
(*2) 冗長度 1 とは、1 台のドライブが故障してもサービスを継続できる状態を意味します。
(*3) 冗長度 0 とは、1 台でもドライブが故障するとサービスを継続できない状態を意味しま
す。

障害状態のドライブ以外のドライブを取り外さないでください。
データ損失やサーバが停止することがあります。

表9.1 RAID レベル毎の故障ドライブ数と冗長度の関係

RAID レベル毎の冗長度
1 RAID アレイ内の
故障ドライブの数 RAID 6,

RAID 1 ( 3 ドライブ) RAID 5/1/10 RAID 0

0 2 1 0
1 1 0 failed
2 0 failed failed
3 failed failed failed
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　「ドライブ情報」ページでは、
ドライブの詳細情報やステータ
ス、処理中のタスクを確認するこ
とができます。

9.4. RAID アレイの確認
　「RAID」メニューページでは
構成されている RAID アレイを確
認できます。出荷状態では RAID
レベル 6 のアレイが 1 つ組まれ
ています ( ご注文の内容や、製
品によっては異なる場合がありま
す ) 。各 RAID アレイの行をク
リックすることで、その RAID ア
レイの詳細情報が表示されます。
ステータス欄の詳細は下記のとお
りです。
　冗長度に関しては、ドライブの
確認のRAID レベル毎の故障ドラ
イブ数と冗長度の関係表を参照し
てください。

RAIDステータス 背景色 意味
normal 水色 冗長度 2 で、正常状態の同期していない RAID アレイ。
normal 緑色 冗長度 1 で、正常状態の同期していない RAID アレイ。

degraded 緑色
冗長度 1 でデグレード状態の同期していない RAID アレ
イ。構成ドライブのうち 1 台が故障している、または足りな
い状態。

normal 橙色 冗長度 0 で、正常状態の同期していない RAID アレイ。

degraded 橙色
冗長度 0 で、デグレード状態の同期していない RAID アレ
イ。構成ドライブのうち 1 台、また 2 台が故障している、
または足りない状態。

normal 紫色 正常状態で同期している RAID アレイ。

degraded 紫色 デグレード状態で同期中の RAID アレイ。RAID 5 のアレイ
は、初期同期が終わるまでこの状態となります。



状態や設定、イベントログの確認

32

RAIDステータス 背景色 意味
failed 赤色 壊れた RAID アレイ。

　「RAID 情報」ページで
は、RAID アレイの詳細情報やス
テータス、処理中のタスク等を確
認することができます。

9.5. パーティションの確認
　「パーティション」メニュー
ページでは、構成されているパー
ティションが確認できます。出荷
状態では パーティションが 1 つ
構成されています（ご注文の内容
や、製品によっては異なる場合が
あります）。

9.6. LUN マッピングの確認
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　「LUN マッピング」メニュー
ページでは、構成されているLUN
マッピングが確認できます。出荷
状態では public グループに対し
て LUN マッピングが 1 つ作成さ
れています（ご注文の内容や、製
品によっては異なる場合がありま
す）。

9.7. ホスト接続の確認
　「ホスト」メニューページで
は、構成されているホストグルー
プが確認できます。接続されてい
るホストがオンライン状態（緑の
丸印）になっていることを確認し
てください。

9.8. ホストからのデバイス確認
　ホストコンピューターからデバイスの確認を行います。
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　スタートメニューからデバイス
マネージャーを開きます。

　表示されたデバイス一覧の
中のディスクドライブの項目
に、「Newtech Supremacy3
SCSI Disk Device」というデ
バイスがあることを確認しま
す。「Supremacy3」 の部分
は、RAIDアレイに作成されたパー
ティション名に相当するため変わ
る場合があります。

9.9. ホストでのボリューム作成
　ホストコンピューターでボリュームの作成を行います。

　スタートメニューからディスク
の管理を開きます。
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　ディスクの管理を開いた直後
に、ディスクの初期化ダイアロ
グが出てくる時がありますが、こ
こではキャンセルを押してくださ
い。

　ディスクのプロパティで、RAID
コントローラー で LUN マッピン
グしているディスクデバイスを探
します。ディスクデバイスの名前
のうち、「Supremacy3」の部分
が RAID アレイに作成したパー
ティション名に相当します。

　見つかったディスクデバイスが
オフラインの時は、オンラインに
します。
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　見つかったディスクデバイスの
初期化を行います。左側の領域で
右クリックをして、コンテキス
トメニューから「ディスクの初期
化」を選択します。

　パーティションスタイルは
都合がよい方を選択してくださ
い。2TB以上の場合はGPTのみ使
用可能です。

　右側の領域で右クリックをし
て、コンテキストメニューから
「新しいシンプルボリューム」を
選択します。
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　「次へ」をクリックします。

　ボリュームサイズを縮小する場
合は値を変更し、「次へ」をク
リックします。

　割り当てるドライブ文字を変
えたい場合は文字を変更し、「次
へ」をクリックします。
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　ボリュームラベルを適当なもの
に変更し、「次へ」をクリック
します。ボリュームラベル以外
のパラメーターの説明については
Windowsのヘルプをご参照くださ
い。通常はそのままの設定でかま
いません。

　「完了」をクリックします。

　しばらくフォーマットが行われ
たあとに、ボリュームが使用可能
になります。

9.10. ネットワークの設定
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　「設定」メニューの「ネット
ワーク」ページで、IP アドレス等
の設定を行います。使用する LAN
環境に合わせた設定を行ってくだ
さい。DHCP を利用した自動設
定も可能ですが、手動設定での利
用を推奨いたします。自動設定に
した場合、割り当てられた IP ア
ドレスの確認のためにシリアルコ
ンソールを使用する必要がありま
す。手動設定では、IP アドレスと
サブネットマスクの項目を必ず入
力する必要があります。IP アドレ
ス等の設定を変更した後は、IP ア
ドレスが変わるため、ウェブダッ
シュボードの接続先 URL を変更す
る必要があります。
　管理用 PC と RAID コントロー
ラーは同じ LAN の IP アドレスレ
ンジとサブネットマスクを使用す
ることを推奨します。

9.11. 時刻とタイムゾーンの設定
　「設定」メニューの「時刻」
ページで、RAID コントローラー
の時刻関連の設定を行います。
　お使いになられるロケーション
での時刻及び、タイムゾーンを設
定してください。
　NTP 時刻サーバーと同期する場
合には、「時刻サーバーと同期し
ます」を「はい」にして、「時刻
サーバー」に NTP サーバー名を入
力してください。

9.12. 通知イベントの設定
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　「設定」メニューの「通知イベ
ント」ページで、メールや SNMP
Trap で通知するイベントを選択し
ます。通知を受け取りたくないイ
ベントは「いいえ」にしてくださ
い。

通知不要なイベントは「いいえ」にするなど、運用方法に合わせて変
更してください。

9.13. メール通知の設定
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　「設定」メニューの「メール」
ページで、E メール通知の宛先や
SMTP サーバーの設定を行いま
す。
　この機能は、通知イベント設定
で「はい」にしたイベントが発生
した時に、設定した宛先に E メー
ルを送る機能です。E メール通知
を行う場合は「メールで通知を行
います」を「はい」にして、必要
な設定を入力します。設定のう
ち、通知先メールアドレス、送信
元メールアドレス、SMTP サー
バーの項目は必須となります。
　「ログを添付」で「標準」を選
択すると、メールにサポートログ
が添付されます。添付されるファ
イルサイズが利用するメールサー
バーの上限を超える場合は、「最
小」を選択してください。
　テストメールの送信は設定した
後に行ってください。

メール通知をする場合、通知イベントの設定で不要なイベントを「い
いえ」にするなど、運用方法に合わせて変更してください。
特にログを添付する場合、RAIDコントローラーの負荷が高くなるこ
とがあります。通知イベントは必要最小限に設定することを推奨しま
す。

テストメールの送信は「メールで通知を行います」が「いいえ」で
あっても送信されます。 通知先メールアドレス、送信元メールアド
レス、SMTP サーバーの項目が設定されていれば送信可能です。
また「ログを添付」の設定によらずログは添付されません。

9.14. SNMP トラップの設定
　「設定」メニューの「SNMP」
ページで、SNMP トラップの設定
を行います。この機能は、通知イ
ベント設定で「はい」にしたイベ
ントが発生した時に、設定したホ
ストに SNMP トラップを送る機能
です。SNMP トラップで通知を行
う場合は「SNMP トラップで通知
を行います」を「はい」にして、
送信先ホストとコミュニティ名を
設定してください。テストトラッ
プの送信は、それらの設定を行っ
た後に行ってください。
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9.15. ブザーの設定
　「設定」メニューの「ブザー」
ページで、筐体のブザーで通知を
行うかの設定を行います。この機
能を「はい」すると、通知イベン
トで「はい」にしたイベントが発
生した時に筐体のブザーが鳴動し
ます。止めるにはウェブダッシュ
ボード画面右上のスピーカーアイ
コンをクリックするか、筐体前面
の MUTE ホールをボーペン等で
押してください（間違って電源ボ
タンを押さないようにしてくださ
い）。

9.16. ドライブの設定
　「設定」メニューの「ドライ
ブ」ページで、ドライブの設定を
行うことができます。
　「スピンドルの停止までの待ち
時間」を有効にする場合は、「ス
ケジューラー」の「ドライブの
チェック」の設定を無効にするな
どして運用してください。 ドラ
イブのチェックによって、スピン
ドル停止中のドライブが頻繁に起
床し、設定の効果が小さくなりま
す。 「スケジューラー」の「ドラ
イブのチェック」の設定を変更す
るには、スケジュールの設定の項
を参照してください。
　「スピンドルの停止までの待ち
時間」を有効にしても、ドライブ
内部処理の有無により、実際の停
止までの時間はドライブの動作に
依存します。

9.17. RAIDの設定
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　「設定」メニューの「RAID」
ページで、RAID の設定を行うこ
とができます。
　拡張筐体使用時は「ドライブの
検出時に自動的にグローバルスペ
アにする」を「いいえ」にしてく
ださい。
　Ver 1.9.0.0 のファームウェア
から「ドライブの検出時に自動的
にグローバルスペアにする」のデ
フォルト設定は「いいえ」になり
ます。

Ver 1.8.0.0 以前のファームウェアから Ver 1.9.0.0 以降のファー
ムウェアへアップデートする場合、「ドライブの検出時に自動的にグ
ローバルスペアにする」の設定は強制的に「いいえ」に設定されま
す。

9.18. イベントログの確認
　ホームページの下部にある
「もっと見る」のリンクをクリッ
クすることで、全てのイベントロ
グを確認することができます。イ
ベントログのページ下部にあるボ
タンで、イベントログの消去や、
テキストでの保存をすることがで
きます。イベントログの詳細につ
いては、イベントログ一覧を参照
してください。

9.19. サポートログ
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　「管理」メニューの「サポート
ログの取得」ページで、サポート
ログの取得ができます。サポート
ログは、トラブルが発生した際に
取得し、メール等でサポートへ
お送りしていただくことがありま
す。サポートログには、ストレー
ジに記録されたデータは含まれま
せん。

9.20. シリアルコンソールによる IP アドレスの確認
　IP アドレスを自動設定にした時や設定した IP アドレスが分からなくなった時は、筐体背
面のシリアルポートから teraterm 等のターミナルエミュレータソフトウェアで IP アドレス
を確認できます。ポートの設定は、ボーレート 115200bps、データ 8bit、パリティなし、
ストップビット 1、フロー制御なしです。ケーブルはクロスケーブルをご使用ください。接続
後、Enter キーを押すとログインプロンプトが現れます。admin でログインして、settings
network [Enter] と入力すると、現在の IP アドレスが表示されます。終了するには exit
[Enter] と入力してください。

Please press Enter to activate this console.
SUPREMACY_III_123456789 login: admin
Password:

BusyBox v1.18.4 (2014-06-05 11:27:00 JST) built-in shell (ash)
Enter 'help' for a list of built-in commands.

~ $ settings network
[network]
network_ip4_method=automatic
network_ip4_address_ip_1=172.16.130.99
network_ip4_address_broadcast_1=172.16.255.255
network_ip4_address_netmask_1=255.255.128.0
network_ip4_address_gateway_1=172.16.255.254
network_ip4_primary_dns_server_1=172.16.0.17
network_ip4_secondary_dns_server_1=172.16.0.20

~ $ exit

Please press Enter to activate this console.



45

第10章 構成や設定の変更
10.1. RAID コントローラーの設定

　「システム」メニューの「RAID
コントローラー」ページで
は、RAID コントローラーの設定
を行うことができます。冷却ファ
ンスピードコントロールは、RAID
コントローラー上の冷却ファンの
速度を指定します。

10.2. 筐体の設定
　「システム」メニューの「筐体
0」ページでは、筐体の設定を行う
ことができます。
　AC リカバリーは、停電等で電
源が一時的に切れ、復旧した後に
電源がどのように動作するかを設
定します。「最後の状態」(初期
値)、「オン」、「オフ」から選択
できます。
　冷却ファンスピードコントロー
ルは、筐体背面の冷却ファンの速
度を指定します。
　ロケートボタンをクリックする
と、その筐体の筐体ステータス
LED が全て点灯します。もう一度
クリックすると元に戻ります。

10.3. ドライブに対する操作

10.3.1. スペアドライブ作成
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　「ドライブ」メニューの「スペ
アドライブ作成」ページでは、未
使用（unused）ドライブから グ
ローバルスペアドライブを作成す
ることができます。

10.3.2. 共有スペア編集
　「ドライブ」メニューの「共有
スペア編集」ページでは、複数の
RAID アレイで共有するスペアド
ライブの、構成を変更することが
できます。最初に対象のドライブ
を選択してください。
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　次に対象のドライブをスペアと
して共有したい RAID アレイに
チェックを付け、確認用のチェッ
クボックスにチェックを付けた
後、「共有スペア情報編集」ボタ
ンをクリックしてください。
　すでに共有スペアとして構成さ
れているドライブに対し、RAID
アレイのチェックをすべてはずし
て構成すると、グローバルスペア
に戻ります。

10.3.3. ドライブのチェック
　「ドライブ」メニューの
「チェック」ページでは、ド
ライブに不良ブロックがないか
チェックすることができます。
不良ブロックが見つかった場合
は、failure 状態になります。

10.3.4. ドライブの消去



構成や設定の変更

48

　「ドライブ」メニューの「消
去」ページでは、ドライブの消去
を行うことができます。消去は、
ドライブの全領域を 0 で上書きす
る簡易的なものです。

10.3.5. 処理の中止
　「ドライブ」メニューの「処理
の中止」ページでは、各ドライブ
が行っているタスク（チェックや
消去）の状況確認と中止を行うこ
とができます。

10.3.6. ドライブの位置確認
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　「ドライブ」メニューの「ロ
ケート」ページでは、ドライブ
の位置の確認を行うことができま
す。ロケートを行っているドライ
ブのスロット LED は紫色に点滅し
ます。停止すると元に戻ります。

10.4. RAID アレイの操作

10.4.1. アレイの作成
　「RAID」メニューの「RAID 作
成」ページでは、RAID アレイの
新規作成を行うことができます。
最初にデータ用のドライブを選択
します。同一容量のドライブで構
成することを推奨いたします。

　RAID レベル毎に必要な最低ドライブ数、及び最大ドライブ数は下記のようになります。

RAID レベル 最低ドライブ数 最大ドライブ数
RAID 0 1 16
RAID 1 2 3
RAID 10 4 16
RAID 5 3 16
RAID 6 4 16



構成や設定の変更

50

　次にローカルスペアか共有スペ
アにするドライブを選択します。
データドライブと同一容量のドラ
イブを選択することを推奨いたし
ます。

　次に RAID の構成パラメーター
を入力します。
　デフォルトのチャンクサイズ
(16KB) より大きなチャンクサイ
ズを選択する場合は RAID アレイ
を複数のパーティションに分割せ
ず、ホストの機能でパーティショ
ニングを行ってください。
　スペアドライブを選択した場合
でドライブをローカルスペアする
には、「ローカルスペアドライ
ブに構成する」にチェックを付け
てください。チェックしない場合
は、共有スペアになります。
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　最後に作成パラメーターを確認
して、確認用のチェックボックス
にチェックを付けて、「RAID 作
成」ボタンをクリックしてくださ
い。

10.4.2. ドライブの追加
　「RAID」メニューの「ドライブ
追加」ページでは、RAID アレイ
にドライブの追加を行うことがで
きます。最初に対象の RAID アレ
イを選択してください。
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　次に追加するドライブを選択し
て、ローカルスペアとするには
「ローカルスペアドライブとして
追加」にチェックを付けてくださ
い。チェックしない場合は、共有
スペアになります。
　その後、確認用のチェックボッ
クスにチェックを付けて、「ドラ
イブ追加」をクリックしてくださ
い。

10.4.3. ドライブの削除
　「RAID」メニューの「ドライブ
削除」ページでは、RAID アレイ
からドライブの削除を行うことが
できます。最初に対象の RAID ア
レイを選択してください。



構成や設定の変更

53

　次に削除するドライブを選択
し、確認用のチェックボックス
にチェックを付けて、「ドライブ
削除」をクリックしてください。
データのあるドライブを強制的に
削除するには、「アレイがFAIL
になる場合でも強制的に削除す
る。」にチェックを付けてくださ
い。

10.4.4. アレイの拡張（スペアドライブ使用）
　「RAID」メニューの「エクス
パンジョン」ページでは、ローカ
ルスペアドライブを使って RAID
アレイの拡張を行うことができま
す。「表示オプション」から「ス
ペアドライブで拡張」を選択し、
対象の RAID アレイを選択してく
ださい。ローカルスペアドライブ
がない RAID アレイのスペアドラ
イブによる拡張は行えません。
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　確認用のチェックボックスに
チェックを付けて「容量を拡張」
をクリックしてください。

10.4.5. アレイの拡張（未使用領域使用）
　「RAID」メニューの「エクス
パンジョン」ページでは、ドライ
ブの未使用領域を使って RAID ア
レイの拡張を行うことができま
す。「表示オプション」から「未
使用領域で拡張」を選択し、対象
の RAID アレイを選択してくださ
い。
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　確認のチェックボックスに
チェックを付けて、「容量を拡
張」をクリックしてください。

10.4.6. RAID レベルの変更
　「RAID」メニューの「RAID レ
ベル変更」ページでは、RAID ア
レイの RAID レベルの変更を行う
ことができます。対象の RAID ア
レイを選択し、「RAID レベルを
変更」をクリックしてください。
ローカルスペアドライブがない
RAID アレイのレベル変更は行え
ません。

10.4.7. RAID アレイのチェック
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　「RAID」メニューの「チェッ
ク」ページでは、RAID アレイの
データのチェックを行います。エ
ラーがあった個所の修復を行う場
合は「修復をおこなう。」を選択
してください。同期中やデグレー
ド状態の RAID アレイのチェック
は行えません。

10.4.8. タスクの中断
　「RAID」メニューの「実行中の
タスク」ページでは、実行中のタ
スクの状況確認と中断を行うこと
ができます。

10.4.9. RAID アレイの削除
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　「RAID」メニューの「RAID 削
除」ページでは、RAID アレイの
削除を行うことができます。パー
ティションがある RAID アレイの
削除は行えません。

10.4.10. インアクティブ RAID
　「RAID」メニューの「インアク
ティブ RAID」ページでは、無効
になっている RAID アレイの有効
化または削除を行うことができま
す。
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　インアクティブ RAID の有効
化を行う場合、全てのドライブ
が揃っている場合は「表示された
ドライブで RAID を有効化しま
す。」にチェックを付けて、「イ
ンアクティブ RAID 有効化」をク
リックしてください。全てのドラ
イブが揃っていない場合は、「ド
ライブが足りない場合でも強制
的に有効化します。」にもチェッ
クを付けて、「インアクティブ
RAID 有効化」をクリックしてく
ださい。強制的に有効化した場
合、冗長度が 0 以上にならない
RAID は障害（failed）状態になり
ます。

　インアクティブ RAID の削除
を行う場合、「RAID 情報を削
除し、グローバルスペアにしま
す。」にチェックを付けて、「イ
ンアクティブ RAID の削除」をク
リックしてください。

10.5. パーティションの操作

10.5.1. パーティションの作成
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　「パーティション」メニューの
「パーティション作成」ページ
では、パーティションの作成を
行うことができます。最初に対象
の RAID アレイを選択してくださ
い。

　次に、パーティション名や容
量を指定し、「パーティション作
成」をクリックしてください。

10.5.2. パーティションの拡張
　「パーティション」メニューの
「エクスパンジョン」ページで
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は、パーティションの拡張を行
うことができます。最初に対象
の RAID アレイを選択してくださ
い。未使用領域がない RAID アレ
イは表示されません。

LUN にマップされているパーティションの拡張を行う際は、その間
ホストから該当の LUN にアクセスを行わないでください。
拡張の操作で、該当のパーティションが一時的にホストからアクセス
できなくなります。

　新しい容量を入力し、「パー
ティションサイズを変更」をク
リックしてください。

10.5.3. パーティションの削除
　「パーティション」メニューの
「パーティション削除」ページで
は、パーティションの削除を行う
ことができます。LUN にマップさ
れているパーティションの削除は
行えません。

10.6. LUN の操作

10.6.1. LUN の追加
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　「LUN マッピング」メニューの
「LUN の追加」ページでは、LUN
の追加を行うことができます。追
加するパーティション、追加先
ポート、グループ、LUN を選択
し、「追加」をクリックします。

LUN にマップしようとするパーティションと同一 RAID 所属のパー
ティションが存在し、そのパーティションがすでに LUN にマップさ
れている場合は、該当の LUN にアクセスを行わないでください。
この操作で、該当の LUN が一時的にホストからアクセスできなくな
ります。

10.6.2. LUN の削除
　「LUN マッピング」メニューの
「LUN の削除」ページでは、LUN
の削除を行うことができます。
表示するポートとグループを選択
し、削除する LUN を選択し、「削
除」をクリックします。

10.7. ホストグループの設定

10.7.1. グループの作成
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　「ホスト」メニューの「グルー
プの作成」ページでは、ホストグ
ループの作成を行うことができま
す。作成するグループのポート番
号とグループ名、追加するホスト
を選択し、「グループの作成」を
クリックします。選択肢にないホ
ストはポート名（WWPN）を入力
して、「追加」をクリックすると
追加できます。

10.7.2. グループの編集
　「ホスト」メニューの「グルー
プの編集」ページでは、ホストグ
ループの編集を行うことができま
す。編集するグループのポート番
号とグループを選択し、グループ
名やホストを編集し、「グループ
の保存」をクリックします。

10.7.3. グループの削除
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　「ホスト」メニューの「グルー
プの削除」ページでは、ホストグ
ループの削除を行うことができま
す。削除するグループのポート番
号とグループを選択し、「グルー
プの削除」をクリックします。

10.8. スケジュールタスクの設定

10.8.1. スケジュールタスクの一覧
　「スケジューラー」メニュー
ページでは、スケジュールされた
タスクの確認と変更を行うことが
できます。タスクの変更を行う場
合は、対象のタスクを選択して変
更をクリックしてください。
　「RAID のチェック」のタスク
は、スケジュール再開時には前回
中断した箇所から実行されます。

アクセスの少ない時刻に設定するなど、運用方法に合わせて変更して
ください。

10.8.2. スケジュールの変更
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　「スケジューラー」メニューの
「スケジュール変更」ページで
は、スケジュールの変更を行うこ
とができます。実行の可否、繰り
返しパターン、その他、繰り返し
パターンによって変わる項目を変
更し、「設定」ボタンをクリック
します。

29、30、31 日 の取扱い
繰り返しを毎月に設定して、開始日を 29、30、31 日に設定すると
それらの日が無い月は、タスクが実行されません。毎月決まった日に
実行させたい場合は 1 ～ 28 日に設定してください。

10.9. 設定のエクスポートとインポート

10.9.1. 設定のエクスポート
　「管理」メニューの「設定のエ
クスポート」ページでは、設定情
報のエクスポートを行うことがで
きます。設定情報は、設定ファイ
ルとしてエクスポートされます。
設定ファイルにはパスワード情報
が含まれるので、適切に管理して
ください。

RAIDコントローラが故障した場合、設定がエクスポートできなくな
ることありますので、運用開始後早い段階で取得し保管しておいてく
ださい。

10.9.2. 設定のインポート
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　「管理」メニューの「設定のイ
ンポート」ページでは、設定情報
のインポートを行うことができま
す。インポートする設定ファイル
には、「設定のエクスポート」で
出力されたファイルを指定してく
ださい。

新しい設定を反映させるには、RAID コントローラーの再起動が必
要です。

10.10. ファームウェアの更新
　「管理」メニューの「ファーム
ウェアの更新」ページでは、RAID
コントローラーのファームウェア
の更新を行うことができます。本
製品用のファームウェアファイル
を選択して、「ファームウェアの
アップデート」をクリックしてく
ださい。

ファームウェアの更新には１０分程度かかりますが、決して電源を切
らないでください。

新しいファームウェアを動作させるには、ファームウェアの更新後に
RAID コントローラーの再起動が必要です。

10.11. 設定の初期化
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　「管理」メニューの「設定の初
期化」ページでは、設定の初期化
を行うことができます。

新しい設定を反映させるには、RAID コントローラーの再起動が必
要です。
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第11章 トラブルシューティング
11.1. ドライブに関するトラブル
11.1.1. ドライブステータスが「unused」になった

　RAID の設定で「ドライブの検出時に自動的にグローバルスペアにする」が「いいえ」の時
に、本製品用にフォーマットされていないドライブを挿入するとこの状態になります。使用す
るにはドライブの「スペアドライブ作成」を行ってください。

11.1.2. ドライブステータスが「failure」になった
　ドライブステータスが「failure」となったドライブは故障している可能性が高いため、新
しいドライブと交換してください。新しいドライブと交換しても発生す場合は、筐体側の異常
と考えられます。また、新しいドライブがない時は、ドライブのチェックを行うことで再使用
できる場合があります。

11.1.3. ドライブステータスが「faulty」になった
　ドライブステータスが「faulty」となったドライブは、読み書きのエラーにより RAID ア
レイから切り離されました。これらのドライブは RAID アレイから削除して、ドライブの
チェックを行って正常かどうかを確認してください。

11.1.4. ドライブステータスが「reserved」になった
　RAID アレイに関するトラブルの「構成したドライブを挿入しても RAID 一覧に出てこな
い」を参照してください。

11.1.5. ドライブのチェックができない
　RAID アレイの構成ドライブや、消去中のドライブをチェックすることはできません。

11.1.6. ドライブの消去ができない
　RAIDアレイの構成ドライブや、チェック中のドライブを消去することはできません。

11.1.7. ドライブが表示されない
　ドライブが挿入されているのにドライブのページに表示されない場合は、ドライブが奥まで
挿入されているか確認してください。奥まで挿入されているにも関わらず、表示されない場合
はドライブが故障している可能性があります。

11.2. RAID アレイに関するトラブル
11.2.1. RAID ステータスが「degraded」になった

　RAID アレイのドライブのうち１台、または２台が切り離されて、冗長度が下がっていま
す。切り離されたドライブは、「ドライブに関するトラブル」項に従い、対処してください。

11.2.2. RAID ステータスが「failed」になった
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　RAID アレイが壊れており、回復はできません。構成ドライブのステータスが「failure」
や「faulty」の場合には、このRAID アレイを削除後、「ドライブに関するトラブル」項に従
い、対処してください。

11.2.3. RAID 構成したドライブを挿入しても RAID 一
覧に出てこない

　RAID アレイの構成ドライブが足りないために無効化されています。RAID 設定の「ドライ
ブの検出時に自動的にグローバルスペアにする」を「いいえ」にしている時に、RAID アレイ
の構成情報が含まれるドライブを挿入すると、この状態になります。メンバーだったドライブ
がある場合にはそれらを挿入し、RAID メニューのインアクティブ RAID のページから有効
化、または削除を行ってください。

11.2.4. RAID アレイからドライブの削除ができない
　同期中の RAID アレイからその構成ドライブ（ローカルスペア、共有スペアを除く）は削
除できません。

11.2.5. RAID アレイの拡張ができない
　同期中や degraded 状態の場合や、拡張に必要なローカルスペアドライブや未使用領域が
無い場合は、拡張することができません。

11.2.6. RAID アレイのチェックができない
　同期中や degraded 状態の RAID アレイはチェックすることができません。同期完了後に
行ってください。

11.2.7. RAID アレイの削除ができない
　パーティションがある RAID アレイは削除できません。パーティションを削除してから
行ってください。

11.2.8. RAID アレイの容量がドライブの想定する容量よ
り少ない

　RAID アレイは構成ドライブの同じ領域を使用しますが、構成するドライブの容量が異なる
場合には最も容量が小さいドライブの領域に合わせるため、容量が大きなドライブには使用さ
れない領域が発生します。
　また、RAID レベル １、１０、５、６では、冗長度を確保するためにアレイの容量は減少
します。RAID レベル １、１０では大よそ半分、５ではドライブ１台分、６ではドライブ２
台分、それぞれ減少します。

11.3. パーティションに関するトラブル
11.3.1. パーティションの作成ができない

　すでに RAID アレイにパーティションがあり空き容量がない場合、またはパーティション
がすでに１２８個有る場合には、作成できません。

11.3.2. パーティションの削除ができない
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　パーティションを LUN マッピングしている場合には、削除することができません。LUN
マッピングを削除してから行ってください。

11.3.3. パーティションの拡張ができない
　拡張するパーティションの後に未使用領域が無い場合は、拡張することができません。

11.3.4. パーティションの拡張で指定できるサイズが少な
い

　パーティションの作成と削除を何度か行うと、パーティションの未使用領域が断片化し、
拡大できる領域が少なくなる場合があります。パーティションの移動はできないため、全ての
パーティションを消して、作り直すことを推奨します。

11.4. LUN マッピングに関するトラブル

11.4.1. LUN の追加で出来ない LUN 番号がある
　LUN マッピングを行っているポートの LUN 番号を、別の LUN マッピングで使うことはで
きません。該当の LUN 番号を使っている LUN マッピングを削除する必要があります。

11.5. ホストインターフェースに関するトラブル
11.5.1. ホストをグループに追加できない

　次の場合は、ホストをグループに追加できません

• １つのホストグループにホストが 32 個追加されている場合。

• 複数のグループに対して、ホストが 64 個追加されている場合。

• そのホストが他のグループに追加されている場合。

11.5.2. ホストグループの削除ができない
　LUN マッピングされているホストグループは削除できません。LUN マッピングを削除して
から行ってください。

11.5.3. 接続しているホストが表示されない、またはオン
ラインではない

　下記のことを確認してください。

• SFP モジュールは製品に添付のものを使用しているか。

• ホストインターフェースのリンクランプは正常に点灯しているか。

• ホストケーブルが外れかかっていないか。

• ホストとの間にスイッチがある場合は、その設定や動作、接続口が正しいか。

• ホストの OS が正常に動作しているか。
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• ホストのホストバスアダプター ( HBA ) が正常に動作しているか。

• ホストのホストバスアダプターのリンクランプは正常に点灯しているか。点灯していない場
合、ケーブル異常かポートが故障しています。

• ポートを変更したら現れるか。現れる場合、片方のポートが故障しています。

　これらで解決しない場合は、サポートにご連絡ください。

11.6. ホスト側でのトラブル
11.6.1. ディスクの管理でボリュームが見えない

　以下のことを確認してください。

• ホスト側でデバイスの最新化（スキャン）を行うと変化はあるか。

• パーティションが LUN マッピングされているか。

• LUN マッピングしているグループにホストが含まれているか。

• ホストのページで接続しているホストが表示され、オンラインになっているか。

　接続しているホストが表示されない、またはオフラインの場合は「接続しているホストが表
示されない、またはオンラインではない」を参照してください。
　これらで解決しない場合は、サポートにご連絡ください。

11.6.2. 読み込み、または書き込みエラーが起きる
　以下のことを確認してください。

• ホストケーブルが外れかかっていないか。

• RAID アレイが「 failed 」状態になっていないか。

• RAID コントローラーのイベントログに、計画外で再起動したログが残っていないか。

　計画外で再起動したログがある場合や、原因が分からない場合は、サポートにご連絡くださ
い。

11.6.3. ホストからアンマウントされる
　以下のことを確認してください。

• ホストケーブルが外れかかっていないか。

• RAID アレイが「 failed 」状態になっていないか。

• RAID コントローラーのイベントログに、計画外で再起動したログが残っていないか。

　また以下の設定により現象が改善される場合があります。

• ホストのタイムアウト値を大きくする。

• ホストのコマンドキューの数を小さくする。

• RAID作成時に小さなチャンクサイズを選択する。
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• RAIDアレイ毎のパーティションを一つにして、ホストでパーティショニングを作成する。

• 複数のRAIDアレイを作成し処理を分割する。

　原因が分からない場合は、サポートにご連絡ください。

11.7. ハードウェアに関するトラブル
11.7.1. 筐体の冷却ファンが「異常」、またはそのステー
タスが「fail」になった

　冷却ファンが故障していると思われます。直ちにサポートにご連絡ください。

11.7.2. 筐体の電源ユニットが「異常」、またはそのス
テータスが「fail」になった

　電源ユニットが故障していると思われます。直ちにサポートにご連絡ください。

11.7.3. RAID コントローラーの温度が「異常」、または
それらのセンサーのステータスが「fail」になった

　冷却ファンや電源ユニット、スロットに多量の埃が付着している場合や、使用環境の温度
が高い場合、筐体周辺の空気の流れが悪い場合にも起きる可能性があります。解決しない場合
は、サポートにご連絡ください。

11.7.4. 筐体の温度が「異常」、またはそれらのセンサー
のステータスが「fail」になった

　冷却ファンや電源ユニット、スロットに多量の埃が付着している場合や、使用環境の温度
が高い場合、筐体周辺の空気の流れが悪い場合にも起きる可能性があります。解決しない場合
は、サポートにご連絡ください。

11.7.5. 拡張筐体を認識しない
　拡張筐体を接続しているのにシステムのメニューにその筐体が現れない場合は、以下のこと
を確認してください。

• 筐体間を繋ぐ JBOD ケーブルが確実に接続されているか。ケーブルを挿し直して治らない
か。

• JBOD ケーブルの接続先がまちがっていないか。

• 拡張筐体の電源は入っているか。

• 途中に別の拡張筐体がある場合、その筐体の電源は入っているか。

　これらで解決しない場合は、サポートにご連絡ください。

11.7.6. 予期しない再起動が起きる
　停電以外で、予期しない再起動が起きる場合は、RAID コントローラーが故障している可能
性があります。直ちにサポートにご連絡ください。
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　メール通知やイベントログに「システムに利用できるメモリが不足しています。」のログが
あった場合、そのまま使用を続けていると予期しない再起動が発生する恐れがあります。 な
るべく早めにRAID コントローラーの再起動を実施してください。

11.7.7. 複数のドライブのステータスが短い間に
「failure」、または「faulty」になる

　筐体、または RAID コントローラーが故障している可能性があります。サポートにご連絡
ください。

11.8. ウェブダッシュボードに関するトラブル
11.8.1. ウェブダッシュボードに繋がらない

　下記のことを確認してください。

• シリアルコンソールからコントローラーの IP アドレスを調べ、その IP アドレスが接続し
ようとしてる IP アドレスと同じか。

• LAN ポートのリンクランプは点灯しているか。

• 管理用 PC 側の IP アドレスやサブネットマスクの設定は正しいか。管理用 PC と RAID コ
ントローラーは同じ LAN の IP アドレスレンジとサブネットマスクを使用することを推奨
します。

• 管理用 PC と RAID コントローラー間にスイッチやルーターがある場合、それらの設定や
動作、接続口が正しいか 。

• インターネット用のセキュリティソフトを入れている場合に、許可したサイトしか接続が出
来ない場合があります。セキュリティソフトの設定をご確認ください。

　これらで解決しない場合は、サポートにご連絡ください。

11.8.2. ウェブダッシュボードに接続しても何も表示され
ない

　「ウェブダッシュボード用 PC の設定」を参照して、ブラウザーの設定を確認してくださ
い。Javascriptが無効になっている場合は有効にしてください。ブラウザーが IE の場合に
は、信頼済みサイトに登録してください。

11.8.3. ウェブダッシュボードの表示が一部おかしい、ま
たは崩れる

下記のことを確認してください。

• サポート外のウェブブラウザーや古いバージョンを使っていないか。

• ブラウザーのキャッシュをクリアしてみる。

• ウェブプロキシを使っている場合には、それを経由しないようにしてみる。

• 何らかのブラウザー拡張を使っている場合には、それらを無効してみる。

　これらで解決しない場合は、サポートにご連絡ください。
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11.8.4. ウェブダッシュボードを使用中にセッションタイ
ムアウトが起きる

　下記のことを確認してください。

• ネットワークが不安定、または非常に混雑していないか。ping コマンド等でパケットロス
が起きていないか確認してください。

• RAID コントローラー、または管理用 PC 側の LAN ケーブルが外れかかっていないか。

• ブラウザーの CPU の使用率が異常に高くなっている場合は、ブラウザーを再起動してくだ
さい。

　これらで解決しない場合は、サポートにご連絡ください。

11.8.5. admin のパスワードが分からない
　admin の初期パスワードは admin です。変更して忘れてしまった場合は、サポートにご
連絡ください。

11.8.6. シャットダウン後電源が切れない、またはリス
タートしてこない

　シャットダウンを実行した後、電源が切れる（リスタートする）までは数分かかることがあ
ります。5 分経っても変化のない場合は、前面の電源ボタンを 10 秒以上押すと、強制的に電
源を切ることができます。何らかの異常が起きている可能性がありますので、サポートにご連
絡ください。

11.8.7. NTP サーバーを指定しても時刻が同期できない
　NTP サーバーが RAID コントローラーを接続してる LAN とは別の LAN やインターネット
上にある場合は、ネットワーク設定にデフォルトゲートウェイの設定が必要になります。
　NTP サーバーを名前で指定している場合は、ネットワーク設定にDNS サーバーの設定が必
要になります。

11.8.8. メール設定でテストメールが届かない
　SMTP サーバーが RAID コントローラーを接続してる LAN とは別の LAN やインターネッ
ト上にある場合は、ネットワーク設定にデフォルトゲートウェイの設定が必要になります。
　SMTP サーバを名前で指定している場合は、ネットワーク設定に DNS サーバーの設定が必
要になります。
　SMTP サーバーが SMTP 認証を必要としている場合には、メール送信設定の SMTP 認証、
ユーザー名、パスワードを設定してください。
　SMTP サーバーが SMTPS ( 暗号化 SMTP ) のみを許可している場合は、RAID コントロー
ラーから E メールを送ることはできません。暗号化していない SMTP で接続できるように
SMTP サーバーの設定を変更してください。

11.8.9. ファームウェアの更新が失敗する
　「ファイルが壊れています。」または「無効なファイルです。」となる場合は、同じファー
ムウェアファイルをホームページからダウンロードして、再度行ってみてください。
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　使用している LAN が非常に混み合っている場合も失敗する場合がありますので、LAN ケー
ブルを PC と直結して行うことをお勧めします。
　解決しない場合は、サポートにご連絡ください。

11.9. 通知に関するトラブル
11.9.1. E メール通知の内容がよく分からない

　付録の E メール通知の仕様とイベントログ一覧をご覧ください。

11.9.2. SNMP Trap 通知の内容がよく分からない
　付録の SNMP Trap 通知の仕様とイベントログ一覧をご覧ください。

11.10. その他のトラブル
11.10.1. イベントログに分からない警告やエラーが出る

　付録のイベントログ一覧をご覧ください。
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第12章 部品の交換方法
12.1. ドライブの交換

　ドライブホルダの右側のつまみを左側にスライドさせて、手前に引くとホルダが取り出せま
す。次に、新しいドライブホルダを挿入して、つまみを押し込んでください。

ドライブホルダ拡大図

12.2. 電源ユニットの交換
　電源ユニットを交換する手順を示します。
　まず、交換する電源ユニットが上下どちらかなのかを確認します。故障している場合には、
電源ユニットのステータスランプが赤点灯しています。それ以外の異常が電源ユニットに起き
ている場合は、イベントログや筐体のステータスページで異常が起きてる電源ユニットの番号
を確認して、その番号が 0 の時は上側、1 の時は下側の電源ユニットを交換します。
　取り外しは、交換する電源ユニットから ( B ) 電源ケーブルを抜き、次に ( D ) ロックレ
バーを左に押しながら、( E ) 取っ手を掴んで引き出すことで行えます。
　次に、新しい電源ユニットを奥までしっかり挿入し、電源ケーブルを挿し込みます。ステー
タスランプが緑点滅すれば、完了です。
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(A) (E) (B)

(C) (D)

　両方の電源ユニットで異常や故障を示すイベントログやステータス
表示がある場合は、製品をシャットダウンしてから、両方の電源ユ
ニットの交換を行ってください。

12.3. 冷却ファンユニットの交換
　冷却ファンユニットを交換する手順を示します。
　まず、交換する冷却ファンユニットが左右どちらなのかを確認します。ウェブダッシュボー
ドのイベントログや筐体のステータスページで異常が起きてる冷却ファンユニットの左右を確
認できます。ウェブダッシュボードを見れない場合には、懐中電灯を使い、目視で左右どちら
の冷却ファンが停止しているか確認してください。
　取り外しは、交換する冷却ファンユニットの上部中央のネジをプラスドライバーで外し、右
上のツマミを掴んで引き出すことで行えます。
　次に、新しい冷却ファンユニットを挿入して、先に外したネジで上部中央を固定します。
ウェブダッシュボードで筐体のステータスページを開き、冷却ファンユニットの状態が正常に
戻れば完了です。

12.4. RAID コントローラーの交換
　RAID コントローラーを交換する手順を示します。

　RAID コントローラーを交換する前に、必ず次のことを行ってく
ださい。
・現在の設定をエクスポートすること。
・筐体でどのケーブルがどのポートに繋がっているかを記録しておく
こと。
・製品をシャットダウンし、筐体の電源ユニットから電源ケーブルを
外すこと。

(1) 管理の「設定のエクスポート」で、現在の設定のエクスポートを行います。
(2) 管理の「シャットダウン」で、製品をシャットダウンします。
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(3) 拡張筐体がある場合、全ての拡張筐体の電源ボタンを数秒間押して、電源を切ります。
(4) 電源が落ちた後、基本筐体の電源ユニットから電源ケーブルと、RAID コントローラーに

繋がっている全てのケーブルを取り外します。後で繋ぎ直すために、どのケーブルがどの
ポートに繋がっていたか記録しておいてください。

(5) RAID コントローラーの左端にある固定用のネジをプラスドライバーで外し、取っ手を掴
んで手前に引いて、RAID コントローラーを取り外します。

(6) 新しい RAID コントローラーを挿入して、先に外したネジで左端を固定します。
(7) RAID コントローラーに繋がっていた全てのケーブルを元と同じように接続し、電源ユ

ニットに電源ケーブルを接続します。
(8) 拡張筐体がある場合、全ての拡張筐体の電源ボタンを数秒間押して、電源を入れます。
(9) 基本筐体の電源ボタンを 1 ～ 2 秒間押して、起動します。
(10)起動が完了した後、管理の「設定のインポート」で設定のインポートを行います。「イ

ンポートする設定ファイル」には、先ほどエクスポートしたファイルを指定します。
「ユーザーパスワード設定もインポートします。」と「ネットワーク設定もインポー
トします。」と「新しい設定を反映するには装置の再起動が必要です。よろしいです
か？」にチェックを入れて、設定のインポートを行います。

(11)管理の「シャットダウン」で、製品の再起動を行います。
(12)再起動が完了した後、ホストからボリュームを正常に使用できているか、確認してくだ

さい。

12.5. 基本筐体の交換
　基本筐体を交換する手順を示します。

　基本筐体を交換する前に、必ず次のことを行ってください。
・現在の設定をエクスポートすること。
・基本筐体でどのケーブルがどのポートに繋がっているかを記録して
おくこと。
・製品をシャットダウンすること。

(1) 管理の「設定のエクスポート」で、現在の設定のエクスポートを行います。
(2) 管理の「シャットダウン」で、製品をシャットダウンします。
(3) 拡張筐体がある場合、全ての拡張筐体の電源ボタンを数秒間押して、電源を切ります。
(4) 電源が落ちた後、基本筐体の電源ユニットから電源ケーブルと、RAID コントローラーに

繋がっている全てのケーブルを取り外します。後で繋ぎ直すために、どのケーブルがどの
ポートに繋がっていたか記録しておいてください。

(5) 交換する基本筐体のスロットから全てのドライブを取り外します ( 背面側のドライブも忘
れずに取り外してください ) 。その際、どのドライブがどのスロットに入っていたかを分
かるようにしておいてください。

(6) 基本筐体をラック等から外し、新しい基本筐体を設置します。
(7) 先ほど外したドライブを元と同じスロットに挿入します。
(8) RAID コントローラーに繋がっていた全てのケーブルを元と同じように接続し、電源ユ

ニットに電源ケーブルを接続します。
(9) 拡張筐体がある場合、全ての拡張筐体の電源ボタンを数秒間押して、電源を入れます。
(10)基本筐体の電源ボタンを 1 ～ 2 秒間押して、起動します。
(11)起動が完了した後、管理の「設定のインポート」で設定のインポートを行います。「イ

ンポートする設定ファイル」には、先ほどエクスポートしたファイルを指定します。
「ユーザーパスワード設定もインポートします。」と「ネットワーク設定もインポー
トします。」と「新しい設定を反映するには装置の再起動が必要です。よろしいです
か？」にチェックを入れて、設定のインポートを行います。

(12)管理の「シャットダウン」で、製品の再起動を行います。
(13)再起動が完了した後、ホストからボリュームを正常に使用できているか、確認してくだ

さい。
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12.6. 拡張筐体の交換
　拡張筐体を交換する手順を示します。

　拡張筐体を交換する前に、必ず次のことを行ってください。
・交換する拡張筐体で、どのケーブルがどのポートに繋がっているか
を記録しておくこと。
・製品をシャットダウンすること。

(1) 管理の「シャットダウン」で、製品をシャットダウンします。
(2) 全ての拡張筐体の電源ボタンを数秒間押して、電源を切ります。
(3) 電源が落ちた後、交換する拡張筐体の電源ユニットから電源ケーブルと、JBOD ケーブル

を取り外します。後で繋ぎ直すために、どのケーブルがどのポートに繋がっていたか記録
しておいてください。

(4) 交換する拡張筐体のスロットから全てのドライブを取り外します ( 背面側のドライブも忘
れずに取り外してください ) 。その際、どのドライブがどのスロットに入っていたかを分
かるようにしておいてください。

(5) 拡張筐体をラック等から外し、新しい拡張筐体を設置します。
(6) 先ほど外したドライブを元と同じスロットに挿入します。
(7) JBOD ケーブルを元と同じように接続し、電源ユニットに電源ケーブルを接続します。
(8) 全ての拡張筐体の電源が入っていることを確認します。入っていない場合、電源ボタンを

数秒間押して、電源を入れます。
(9) 基本筐体の電源ボタンを 1 ～ 2 秒間押して、起動します。
(10)起動が完了した後、ウェブダッシュボードから拡張筐体と、その筐体にあるドライブが

認識されているか確認してください。
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第13章 ライセンス
　本製品には、GNU General Public License, version 1 (以下GPLv1)、GNU General
Public License, version 2 (以下GPLv2)、GNU Lesser General Public License, version
2.1、その他のオープンソースソフトウェアのライセンスに基づくソフトウェアが含まれてい
ます。
　当該ソフトウェアのうち、GPLv1、GPLv2 のライセンス条件が適用されている 各ソフト
ウェアに関し、当該ライセンス条件に従い、ソフトウェアのソースコードを開示しておりま
す。ソースコードの入手については、弊社サポート窓口のよりお問い合わせください。GPL
ライセンスの内容は、 http://www.gnu.org/licenses/ をご覧ください。その他のライセン
スは、各ソースコード、またはそれらに付随するファイルをご覧ください。
　ソースコードの提供は、本製品の最終出荷日から 3 年間となります。ソースコードの機能
や内容等についてのご質問にはお答えいたしかねます。予めご了承ください。
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第14章 保守・サポート窓口
　本装置の修理に関する内容、製品保証規定、保守規定、有償オンサイト保守に関しては、冊
子「取扱上のご注意」を参照ください。また、製品の無償修理は、添付されている保証書の規
定に従います。
　製品に関するご質問、障害に関するご連絡をいただく際は、必ず製品本体の型番、シリアル
番号をご確認いただいた上、弊社ホームページのサポート依頼フォームにて必要事項をご入力
いただき、お問い合わせいただけますようお願いいたします。
　また、弊社ホームページで製品のサポート情報をお知らせしています。お問い合わせ前に、
一度ご確認ください。

●サポート情報
http://www.newtech.co.jp/support/products/supremacy3/index.html

【お問い合わせ先】
株式会社 ニューテック
カスタマー・サポート・センター

●サポート依頼フォーム
https://www.newtech.co.jp/cgi-bin/input_form/form.cgi

●対応時間
平日営業日(月～金)　（土曜・日曜・祭日は除く）
午前9:30～12:00　午後1:00～5:30

http://www.newtech.co.jp/support/products/supremacy3/index.html
https://www.newtech.co.jp/cgi-bin/input_form/form.cgi
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付録A 製品仕様概要
表A.1 基本筐体仕様

 仕様
モデル FC モデル

RAID コントローラー数 1
RAID レベル 0 / 1 / 10 / 5 / 6

RAID コントローラー機能 マルチRAID、マルチホスト、LUNマップ、
最大RAIDボリューム数128、最大LUN数128

キャッシュメモリ 4GB または 16GB ( ECC )
ホストインターフェース FC 4/8/16 Gbps×2CH（LC）
ループバックアダプター オートループバック

FC ID 0～125
ドライブインターフェース SATA 1.5Gbps/3Gbps/6Gbps & SAS 3Gbps/6Gbps

最大内部ドライブ数 16
接続可能拡張筐体 2

修復機能 RAID 修復、ドライブ挿入検出時オートリ
ビルド、ドライブ障害検出時オートリビルド

操作キー 電源ボタン、MUTE ホール

表示機能
ドライブ：スロットステータスランプ
筐体前面：FAN、POWER、ATT LED

RAID コントローラー：ステータスランプ
警報機能 筐体ブザー
通知機能 Eメール、SNMP トラップ(v2c)

RAID 管理・
構成用 I/F

RS-232C(D-Sub9pin、シリアル
コンソール)、10/100/1000Mbps

Ethernet(RJ-45、ウェブダッシュボード)
冷却機能 80(W)x80(H)x38(D)mm 軸流式DCファン x2

監視機能 RAID コントローラー温度・電圧、筐体温度、冷却ファン、
電源ユニット、ドライブ温度・ベリファイ、RAID チェック

パワーセーブ機能 ドライブスピンドル停止
電源ユニット/電
源電圧・周波数 680W x2 / 100～240V AC，50～60Hz

電源コネクタ形状 2極アース付きプラグ
ホットスワップ対応 ドライブ、電源ユニット、冷却ファン

外形寸法 / 重量 444.0(W)x590.0(D)x87.5(H)mm /
約29.5kg (ドライブ除く)

使用温度/湿度環境 10 ～ 35 ℃ / 20 ～ 80 %RH (結露なきこと)
安全規格/電波規格 VCCI Class A

　拡張筐体仕様は「CloudyⅡ 4U-45Bay ラックマウントJBOD システム ユーザーズマニュ
アル」を参照してください。
電波障害自主規制について
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　この装置は、クラスＡ情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き
起こすことがあります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあり
ます。

ＶＣＣＩ－Ａ
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付録B 消費電力と発熱量
消費電力 / 発熱量
基本筐体 *1

状態 消費電力 発熱量
最大 *2 422 W, 424 VA 1519 KJ/hr, 362 Kcal/hr
起動時 400 W, 401 VA 1440 KJ/hr, 343 Kcal/hr

運用時 *3 277 W, 278 VA 997 KJ/hr, 237 Kcal/hr
アイドル時 215 W, 216 VA 774 KJ/hr, 184 Kcal/hr

スタンバイ時 109 W, 110 VA 392 KJ/hr, 93 Kcal/hr

　*1 以下の構成の場合
　型番：NSPAN004F16SAR2FC1 (2U 4TB×16台) HDD ：HUS724040ALE640
　*2 GUIの管理メニューから「コントローラのみ再起動」を選択して実行した場合
　*3 Random Read/Write 実行時
　拡張筐体仕の消費電力と発熱量は「CloudyⅡ 4U-45Bay ラックマウントJBOD システム
ユーザーズマニュアル」を参照してください。

消費電力と発熱量は、搭載するディスクの容量や種類によって、上記
の値と異なる場合があります。
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付録C エネルギー消費効率
エネルギー消費効率
基本筐体 ( SATA 3TB ディスク 16台 )

値
0.0039 (N区分適合)

　拡張筐体のエネルギー消費効率は「CloudyⅡ 4U-45Bay ラックマウントJBOD システム
ユーザーズマニュアル」を参照してください。

エネルギー消費効率は、搭載するディスクの容量や種類によって、上
記の値と異なる場合があります。
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付録D イベントログ一覧
　イベントログは、発生日時、重大度、イベントの３項目からなります。重大度は、情報、警
告、障害の３つがあり、後になるほど重大になります。下記に、発生するイベントログの一覧
を記載します。イベントの上段は言語に日本語を選択時、下段は英語を選択時のメッセージに
なります。

表D.1 イベントログ一覧

分類 重
大度 通知 イベント 補足

システム 情報 なし

Newtech Supremacy III
ファームウェアバージョン
%1.
Newtech Supremacy III
Firmware Version %1.

%1:firmware-version
RAID コントローラーの起動時に発
生します。

システム 情報 なし シャットダウンします。
Shutdown.

RAID コントローラーのシャットダ
ウン時に発生します。

ウェブ
ダッシュ

ボード
情報 なし

イベントログエクスポートに
成功しました。
Log export SUCCESS.

 

ウェブ
ダッシュ

ボード
警告 なし

イベントログエクスポートに
失敗しました。
Log export FAIL.

RAID コントローラーが故障してい
る可能性があります。

システム 警告 あり
アドレス %1 に ECC エラー
を検出しました。
ECC Error found at address
%1.

%1:error-address
大量に発生する場合は、RAID コン
トローラーが故障している可能性
があります。

システム 障害 あり
アドレス %1 に 修復不可能な
ECC エラーを検出しました。
Unrepairable ECC Error
found at address %1.

%1:error-address
RAID コントローラーが故障してい
る可能性があります。

システム 警告 あり
システムに利用できるメモリ
が不足しています。
Insufficient system memory
was available.

何らかの理由で、使用可能な
システムメモリが不足していま
す。RAID コントローラーを再起動
する必要があります。

システム 情報 なし
ファームウェアを更新しまし
た。
Firmware updated.

 

システム 警告 なし

ファームウェアを更新できま
せんでした。ファイルが壊れ
ています。
Firmware update FAIL.
Invalid firmware.

RAID コントローラーが故障してい
る可能性があります。

システム 警告 なし

ファームウェアを更新できま
せんでした。無効なファイル
です。
Firmware update failed.
Invalid file.

誤ったファイルを転送したか、
ファイルが壊れています。
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分類 重
大度 通知 イベント 補足

システム 障害 なし

ファームウェアを更新できま
せんでした。保存できませ
ん。
Firmware update FAIL.
Unable to save.

RAID コントローラーが故障してい
る可能性があります。

システム 障害 なし

ファームウェアを更新できま
せんでした。正しく書き換え
できません。
Firmware update failed.
Cannot correctly overwrite.

RAID コントローラーが故障してい
る可能性があります。

システム 情報 なし
ブートローダーを更新しまし
た。
Bootloader updated.

 

システム 警告 なし

ブートローダーを更新できま
せんでした。ファイルが壊れ
ています。
Bootloader update FAIL.
Invalid firmware.

誤ったファイルを転送したか、
ファイルが壊れています。

システム 障害 なし

ブートローダーを更新できま
せんでした。保存できませ
ん。
Bootloader update FAIL.
Unable to save.

RAID コントローラーが故障してい
る可能性があります。

システム 障害 なし

ブートローダーを更新できま
せんでした。正しく書き換え
できません。
Bootloader update failed.
Cannot correctly overwrite.

RAID コントローラーが故障してい
る可能性があります。

システム 情報 なし 設定を初期化しました。
Factory values restored.  

システム 障害 なし
設定が壊れています。初期化
しました。
Settings invalid. Factory
values restored.

RAID コントローラーが故障してい
る可能性があります。

システム 障害 なし
フラッシュメモリーを書き換
えできません。
Unable to overwrite flash
memory.

RAID コントローラーが故障してい
る可能性があります。フラッシュ
メモリーにはファームウェアと設
定情報などが記録されています。

システム 情報 なし
設定 %1 をインポートしまし
た。
Done importing setting %1.

%1:filename

システム 警告 なし
不揮発性メモリーを初期化し
ました。
Non-volatile memory has
been initialized.

ボタン電池が消耗している、また
は RAID コントローラーが故障し
ている可能性があります。不揮発
性メモリーにはLUNマッピング情
報、ホスト情報、イベントログな
どが記録されています。



イベントログ一覧

87

分類 重
大度 通知 イベント 補足

ドライブ 情報 あり
ドライブ %1:%2 (%3) を検
出しました。状態:%4
Drive %1:%2 (%3) found.
State: %4.

%1:enc-no %2:slot-no
%3:drive-serial %4:drive-state

ドライブ 障害 あり
ドライブ %1:%2 (%3) が
フェイルしました。
Drive %1:%2 (%3) failed.

%1:enc-no %2:slot-no
%3:drive-serial
ドライブが故障している可能性が
あります。

ドライブ 情報 あり
ドライブ %1:%2 (%3) がプ
ラグアウトされました。
Drive %1:%2 (%3)
removed.

%1:enc-no %2:slot-no
%3:drive-serial

ドライブ 情報 なし

ドライブ %1:%2 (%3) をグ
ローバルスペアドライブに設
定しました。
Drive %1:%2 (%3) set as
global spare.

%1:enc-no %2:slot-no
%3:drive-serial

ドライブ 情報 なし
ドライブ %1:%2 (%3) の消
去を開始しました。
Drive %1:%2 (%3) erase
started.

%1:enc-no %2:slot-no
%3:drive-serial

ドライブ 情報 あり
ドライブ %1:%2 (%3) の消
去が完了しました。
Drive %1:%2 (%3) erase
finished.

%1:enc-no %2:slot-no
%3:drive-serial

ドライブ 警告 あり

ドライブ %1:%2 (%3) の消
去が失敗しました。エラーカ
ウント: %4
Drive %1:%2 (%3) erase
FAIL. Error count=%4.

%1:enc-no %2:slot-no
%3:drive-serial %4:error-count

ドライブ 情報 なし

ドライブ %1:%2 (%3) の消
去を中止しました。エラーカ
ウント: %4
Drive %1:%2 (%3) erase
stopped. Error count=%4.

%1:enc-no %2:slot-no
%3:drive-serial %4:error-count

ドライブ 情報 なし
ドライブ %1:%2 (%3) の
チェックを開始しました。
Drive %1:%2 (%3) check
started.

%1:enc-no %2:slot-no
%3:drive-serial

ドライブ 情報 あり
ドライブ %1:%2 (%3) の
チェックが完了しました。
Drive %1:%2 (%3) check
finished.

%1:enc-no %2:slot-no
%3:drive-serial

ドライブ 警告 あり

ドライブ %1:%2 (%3) の
チェックが完了しました。エ
ラーカウント: %4
Drive %1:%2 (%3) check
FAIL. Error count=%4.

%1:enc-no %2:slot-no
%3:drive-serial %4:error-count
チェックに失敗した場合。
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分類 重
大度 通知 イベント 補足

ドライブ 情報 なし

ドライブ %1:%2 (%3) の
チェックを中止しました。エ
ラーカウント: %4
Drive %1:%2 (%3) check
stopped. Error count=%4.

%1:enc-no %2:slot-no
%3:drive-serial %4:error-count

ドライブ 警告 あり

ドライブ %1:%2 (%3) の
SMART 値に異常を検出しま
した。属性:%4 値:%5 閾値:
%6
Drive %1:%2 (%3) SMART
abnormal value detected.
Attribute: %4 Value: %5
Threshold: %6

%1:enc-no %2:slot-no
%3:drive-serial %4:smart-
attribute-number %5:smart-
value %6:smart-threshold

ドライブ 警告 あり

ドライブ %1:%2 (%3) は推
奨動作温度範囲外です。 温度
%4
Temperature out of normal
range. Temperature: %1.

%1:enc-no %2:slot-
no %3:drive-serial
%4:temperature

ドライブ 情報 なし

ドライブ %1:%2 (%3) は推
奨動作温度範囲内です。 温度
%4
Temperature within normal
range. Temperature: %1.

%1:enc-no %2:slot-
no %3:drive-serial
%4:temperature

RAID 情報 なし
RAID %1(%2) を認識しまし
た。
RAID %1(%2) detected.

%1:raid-id %2:uuid

RAID 警告 あり
RAID %1(%2) をデグレード
状態で認識しました。
RAID %1(%2) detected.
Degraded.

%1:raid-id %2:uuid

RAID 障害 あり
RAID %1(%2) をフェイル状
態で認識しました。
RAID %1(%2) detected.
Fail.

%1:raid-id %2:uuid

RAID 情報 なし
RAID %1(%2) を作成しまし
た。
RAID %1(%2) created.

%1:raid-id %2:uuid

RAID 情報 なし
RAID %1(%2) を削除しまし
た。
RAID %1(%2) removed.

%1:raid-id %2:uuid

RAID 情報 なし

RAID %1 にローカルスペア
ドライブ %2:%3 (%4) を追
加しました。
RAID %1 added spare drive
%2:%3 (%4).

%1:raid-id %2:enc-no %3:slot-
no %4:drive-serial

RAID 警告 なし
RAID %1 にローカルスペア
ドライブ %2:%3 (%4) を追
加できませんでした。

%1:raid-id %2:enc-no %3:slot-
no %4:drive-serial



イベントログ一覧

89

分類 重
大度 通知 イベント 補足

RAID %1 added spare drive
%2:%3 (%4) FAILED.

RAID 情報 なし

RAID %1 (%2) に共有スペ
アドライブ %3:%4 (%5) を
追加しました。
RAID %1 (%2) added
shared spare drive %3:%4
(%5).

%1:raid-id %2:uuid %3:enc-no
%4:slot-no %5:drive-serial

RAID 警告 なし

RAID %1 (%2) に共有スペ
アドライブ %3:%4 (%5) を
追加できませんでした。
RAID %1 (%2) added
shared spare drive %3:%4
(%5) FAILED.

%1:raid-id %2:uuid %3:enc-no
%4:slot-no %5:drive-serial

RAID 情報 なし

RAID %1 (%2) に共有スペ
アドライブ %3:%4 (%5) を
削除しました。
RAID %1 (%2) removed
shared spare drive %3:%4
(%5).

%1:raid-id %2:uuid %3:enc-no
%4:slot-no %5:drive-serial

RAID 警告 なし

RAID %1 (%2) に共有スペ
アドライブ %3:%4 (%5) を
削除できませんでした。
RAID %1 (%2) removed
shared spare drive %3:%4
(%5) FAILED.

%1:raid-id %2:uuid %3:enc-no
%4:slot-no %5:drive-serial

RAID 情報 なし
RAID %1 からドライブ %2:
%3 (%4) を削除しました。
RAID %1 drive %2:%3
(%4) removed.

%1:raid-id %2:enc-no %3:slot-
no %4:drive-serial

RAID 警告 なし

RAID %1 からドライブ %2:
%3 (%4) を削除できません
でした。
RAID %1 drive %2:%3
(%4) remove FAILED.

%1:raid-id %2:enc-no %3:slot-
no %4:drive-serial

RAID 情報 あり

RAID %1 ドライブ %2:%3
(%4) のリビルドを開始しま
した。
RAID %1 drive %2:%3
(%4) rebuild started.

%1:raid-id %2:enc-no %3:slot-
no %4:drive-serial

RAID 情報 あり

RAID %1 のリビルドが完了
しました。冗長度が %2 にな
りました。
RAID %1 rebuild finished.
Redundancy is now %2

%1:raid-id %2:raid-redundancy

RAID 警告 あり
RAID %1 のリビルドが失敗
しました。
RAID %1 rebuild FAILED.

%1:raid-id
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分類 重
大度 通知 イベント 補足

RAID 警告 あり
RAID %1 ドライブ %2:%3
(%4) がフェイルしました。
RAID %1 drive %2:%3
(%4) FAIL.

%1:raid-id %2:enc-no %3:slot-
no %4:drive-serial

RAID 警告 あり

RAID %1 がデグレードしま
した。冗長度が %2 になりま
した。
RAID %1 degraded.
Redundancy is %2.

%1:raid-id %2:raid-redundancy

RAID 障害 あり
RAID %1 がフェイルしまし
た。
RAID %1 FAIL.

%1:raid-id

RAID 情報 なし
RAID %1 の RAID レベルを
%2 に変換します。
RAID %1 new RAID level
%2.

%1:raid-id %2:raid-level

RAID 情報 あり
RAID %1 の RAID レベル変
換が完了しました。
RAID %1 change of RAID
level finished.

%1:raid-id

RAID 警告 あり
RAID %1 の RAID レベル変
換が失敗しました。
RAID %1 change of RAID
level FAILED.

%1:raid-id

RAID 情報 なし
RAID %1 の容量拡張を開始
しました。
RAID %1 expansion
started.

%1:raid-id

RAID 情報 あり
RAID %1 の容量拡張を完了
しました。
RAID %1 expansion
finished.

%1:raid-id

RAID 警告 あり
RAID %1 の容量拡張が失敗
しました。
RAID %1 expansion
FAILED.

%1:raid-id

RAID 情報 なし
RAID %1 のチェックを開始
しました。
RAID %1 check started.

%1:raid-id

RAID 情報 あり

RAID %1 のチェックを完了
しました。エラーカウント
%2
RAID %1 check finished.
Error count: %2.

%1:raid-id %2:error-count
エラーなしの場合。

RAID 警告 あり
RAID %1 のチェックを完了
しました。エラーカウント
%2

%1:raid-id %2:error-count
エラーありの場合。
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分類 重
大度 通知 イベント 補足

RAID %1 check finished.
Error count: %2.

RAID 情報 なし

RAID %1 のチェックを中止
しました。エラーカウント
%2
RAID %1 check stopped.
Error count %2.

%1:raid-id %2:error-count

RAID 情報 なし
RAID %1 の修復を開始しま
した。
RAID %1 repair started.

%1:raid-id

RAID 情報 あり
RAID %1 の修復を完了しま
した。修復カウント %2
RAID %1 repair finished.
Repair count: %2.

%1:raid-id %2:repair-count

RAID 情報 あり
RAID %1 の修復を中止しま
した。修復カウント %2
RAID %1 repair stopped.
Repair count: %2.

%1:raid-id %2:repair-count

RAID 情報 なし
RAID %1 (%2) を強制的に
認識しました。
RAID %1(%2) force
assembled.

%1:raid-id %2:uuid

パーティ
ション 情報 なし

パーティション %1 (%2) を
RAID %3 に作成しました。
Partition %1(%2) created
in RAID %3.

%1:partition-id %2:partition-
name %3:raid-id

パーティ
ション 警告 なし

パーティション %1 (%2)
を RAID %3 に作成できませ
ん。
Partition %1(%2) cannot
be created in RAID %3.

%1:partition-id %2:partition-
name %3:raid-id

パーティ
ション 情報 なし

パーティション %1 (%2) を
削除しました。
Partition %1(%2) removed.

%1:partition-id %2:partition-
name

パーティ
ション 警告 なし

パーティション %1 (%2) を
削除できません。
Partition %1(%2) cannot
be removed.

%1:partition-id %2:partition-
name

パーティ
ション 情報 なし

パーティション %1 (%2) の
サイズを %3 へ変更しまし
た。
Partition %1(%2) size
changed to %3.

%1:partition-id %2:partition-
name

ホスト 情報 なし
グループ %1 をポート %2 に
作成しました。
Group %1 Port %2 has
been created.

%1:group-name %2:port-
number
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分類 重
大度 通知 イベント 補足

ホスト 情報 なし
グループ %1 を削除しまし
た。
Group %1 has been
removed.

%1:group-name

ホスト 情報 なし
ホスト %1 を グループ %2
に 追加しました。
Host %1 Group %2 has
been added.

%1:wwpn %2:group-name

ホスト 情報 なし
ホスト %1 を グループ %2
から 削除しました。
Host %1 Group %2 has
been removed.

%1:wwpn %2:group-name

ホスト 情報 なし

パーティション %1 を LUN
%2 として グループ %3 に追
加しました。
Partition %1 LUN %2 has
been added to Group %3.

%1:partition-id %2:lun
%3:group-name
public グループではないとき

ホスト 情報 なし

パーティション %1 (LUN
%2) をグループ %3 から削
除しました。
Partition %1 (LUN %2) has
been removed from Group
%3.

%1:partition-id %2:lun
%3:group-name
public グループではないとき

ホスト 情報 なし

パーティション %1 を LUN
%2 として ポート %3 に追加
しました。
Partition %1 LUN %2 has
been added to Port %3.

%1:partition-id %2:lun
%3:port-number
public グループのとき

ホスト 情報 なし

パーティション %1 (LUN
%2) をポート %3 から削除
しました。
Partition %1 (LUN %2) has
been removed from Port
%3.

%1:partition-id %2:lun
%3:port-number
public グループのとき

ステータス 障害 あり
冷却ファン %1:%2 が動作し
ていません。回転数:%3
Cooling fan %1:%2 FAIL.
Rotational value: %3.

%1:fan-enclosure-id %2:fan-
name %3:fan-rpm

ステータス 情報 なし
冷却ファン %1:%2 が復旧し
ました。回転数:%3
Cooling fan %1:%2 OK.
Rotational value: %3.

%1:fan-enclosure-id %2:fan-
name %3:fan-rpm

ステータス 警告 あり

温度センサー %1:%2 が異常
な温度 %3 を検出しました。
Temperature sensor %1:
%2 detected an abnormal
temperature %3.

%1:temp-enclosure-
id %2:temp-name
%3:temperature
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分類 重
大度 通知 イベント 補足

ステータス 警告 あり

異常温度記録を更新しまし
た。温度センサー %1:%2 温
度 %3
Abnormal temperature
record changed.
Temperature Sensor %1:
%2 Temperature %3.

%1:temp-enclosure-
id %2:temp-name
%3:temperature

ステータス 情報 なし

正常な温度範囲です。温度セ
ンサー %1:%2 温度 %3
Temperature is in normal
range. Temperature Sensor
%1:%2 Temperature %3.

%1:temp-enclosure-
id %2:temp-name
%3:temperature

ステータス 障害 あり

温度が読み取れません。温度
センサー %1:%2
Temperature read FAIL.
Temperature Sensor %1:
%2.

%1:temp-enclosure-id
%2:temp-name

ステータス 情報 なし
温度センサー %1:%2 が復旧
しました。
Temperature sensor %1:
%2 OK.

%1:temp-enclosure-id
%2:temp-name

ステータス 情報 なし

正常な電圧範囲です。電圧セ
ンサー %1:%2 電圧 %3
Normal voltage range.
Voltage sensor %1:%2
voltage %3.

%1:volt-enclosure-id %2:volt-
name %3:voltage

ステータス 警告 あり

電圧センサー %1:%2 が異常
な電圧 %3 を検出しました。
Voltage sensor %1:%2.
Abnormal voltage %3
detected.

%1:volt-enclosure-id %2:volt-
name %3:voltage

ステータス 障害 あり
電圧が読み取れません。電圧
センサー %1:%2
Voltage cannot be read.
Voltage sensor %1:%2

%1:volt-enclosure-id %2:volt-
name

ステータス 障害 あり

冷却ファンの回転数が読み取
れません。冷却ファン %1:
%2
Rotation speed of the
cooling fan can not be read.
Cooling fan %1:%2.

%1:fan-enclosure-id %2:fan-
name

ステータス 障害 あり
電源ユニット %1:%2 が異常
を検出しました。
Power Supply Unit %1:%2
error detected.

%1:psu-enclosure-id %2:psu-
name

ステータス 障害 あり
電源ユニット %1:%2 が取り
外されました。
Power Supply Unit %1:%2
was removed.

%1:psu-enclosure-id %2:psu-
name
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分類 重
大度 通知 イベント 補足

ステータス 障害 あり

電源ユニット %1:%2 の供給
電源が異常です。
Power Supply Unit %1:
%2 has abnormal supplied
power.

%1:psu-enclosure-id %2:psu-
name

ステータス 情報 なし
電源ユニット %1:%2 が復旧
しました。
Power Supply Unit %1:%2
was restored.

%1:psu-enclosure-id %2:psu-
name

ステータス 情報 あり

筐体(筐体番号:%1，モデル
名:%2，S/N:%3)を認識しま
した。
Enclosure(Num:%1, Model
Name:%2, S/N:%3) was
detected.

%1:enclosure-id
%2:model_name
%3:serial_num

ステータス 警告 なし

最大サポート筐体数を超えま
した。筐体(モデル名:%1，S/
N:%2)は使用できません。
Exceeded max enclosure
number supported.
Enclosure(Model Name:%1,
S/N:%2) is unusable.

%1:model_name
%2:serial_num

ステータス 警告 なし

筐体の認識に失敗しました。
筐体(モデル名:%1，S/N:
%2)
Fail to be recognize
enclosure(Model Name:%1,
S/N:%2).

%1:model_name
%2:serial_num

ステータス 警告 あり

筐体(筐体番号:%1，モデル
名:%2，S/N:%3)がプラグア
ウトされました。
Enclosure(Num:%1, Model
Name:%2, S/N:%3) was
plugged out.

%1:enclosure-id
%2:model_name
%3:serial_num

ウェブ
ダッシュ

ボード
情報 なし

%1 が %2 よりログインしま
した。
User %1 logged in from
%2.

%1:user-id %2:ip-address

ウェブ
ダッシュ

ボード
警告 なし

%1 よりログインに失敗しま
した。
FAIL to logged in from %1.

%1:ip-address

ウェブ
ダッシュ

ボード
警告 なし

通知メールの送信に失敗しま
した。送信先 %1 理由 %2
Unable to send email to
%1, reason %2

%1:email-address %2:failure-
reason
送信先やSMTPの設定が間違ってい
るか、SMTP サーバーや、ネット
ワークに障害がある可能性があり
ます。
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分類 重
大度 通知 イベント 補足

ウェブ
ダッシュ

ボード
情報 なし

通知メールを送信しました。
送信先 %1
Email sent to %1

%1:email-address

ウェブ
ダッシュ

ボード
警告 なし

SNMP トラップの送信に失敗
しました。送信先 %1 理由
%2
Unable to send SNMP trap
to %1, reason %2

%1:ip-address %2:failure-
reason
送信先の設定が間違っているか、
ネットワークや送信先に障害があ
る可能性があります。

ウェブ
ダッシュ

ボード
情報 なし

SNMP トラップを送信しまし
た。送信先 %1
SNMP trap sent to %1

%1:ip-address

ウェブ
ダッシュ

ボード
障害 なし

デーモンが動作していませ
ん。
Unable to communicate
with daemon

RAID コントローラーが故障してい
る可能性があります。

ウェブ
ダッシュ

ボード
警告 なし

デバイスドライバーが見つか
りません。
Unable to communicate
with device driver

RAID コントローラーが故障してい
る可能性があります。
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付録E E メール通知の仕様
　通知の E メールの内容は下記のようになります。

 内容 補足

From
(送信元) noreply<serial@ip-address>

デフォルトの送信元アドレスは
この形式になります。serial は
RAID コントローラーのシリア

ル番号、ip-address は RAID コ
ントローラーの IP アドレスとな
ります。メールの設定で、送信
元アドレスを設定した場合には
そのアドレスに置き換わります。

Subject
(題名)

[Newtech Supremacy
III serial] severity

serial は RAID コントローラー
のシリアル番号、ip-address は

RAID コントローラーの IP アドレ
スに、severity は Informational
(情報)／Warning (警告)／Error
(障害)のいずれかになります。

Text (本文) ドライブ 0: 0 (ABCDEF) を検出し
ました。状態: global-spare。 (例)

イベントログのメッセージと同
じものになります。詳細は、イ
ベントログ一覧をご覧ください。

　E メールで通知されるイベントの種類は以下の通りです。

• ECC エラーを検出した時。

• 修復不可能な ECC エラーを検出した時。

• 利用可能なシステムメモリが不足したとき。

• ドライブを検出した時。

• ドライブがフェイルした時。

• ドライブがプラグアウトされた時。

• ドライブの消去が完了した時。

• ドライブの消去が失敗した時。

• ドライブのチェックが完了した時。

• ドライブのチェックが失敗した時。

• ドライブの SMART 値に異常を検出した時。

• ドライブの温度に異常を検出した時。

• RAID をデグレード状態で認識した時。

• RAID をフェイル状態で認識した時。

• RAID のドライブのリビルドを開始した時。

• RAID のリビルドが完了した時。
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• RAID のリビルドが失敗した時。

• RAID のドライブがフェイルした時。

• RAID がデグレードした時。

• RAID レベル変換が完了した時。

• RAID レベル変換が失敗した時。

• RAID の容量拡張が完了した時。

• RAID の容量拡張が失敗した時。

• RAID のチェックが完了した時。

• RAID の修復が完了した時。

• RAID の修復を中止した時。

• 冷却ファンが動作していない時。

• 温度センサーが異常な温度を検出した時。

• 異常温度記録を更新した時。

• 温度センサーの値が読み取れない時。

• 電圧センサーが異常な電圧を検出した時。

• 電圧センサーの値が読み取れない時。

• 冷却ファンの回転数が読み取れない時。

• 電源ユニットが異常を検出した時。

• 電源ユニットが取り外された時。

• 電源ユニットの供給電源が異常な時。



98

付録F SNMP トラップ通知の仕様
　SNMP トラップ通知は、SNMP v2c 形式のトラップで送られます。トラップオブジェクト
の定義とトラップ内のメッセージフォーマットは下記のようになります。SNMP トラップが
発生するイベントの種類は、E メール通知と同じになります。
　SNMP マネージャー snmptrapd ( CentOS 6 ) で SNMP トラップの受信を確認していま
す。
オブジェクト定義

オブジェクト OID

newtech iso(1) - org(3) - dod(6) - internet(1) -
private(4) - enterprises(1) - newtech(24011)

ntcSupremacyIII newtech(24011) - ntcSupremacyIII(4)
ntcSupremacyIIITrap ntcSupremacyIII(4) - ntcSupremacyIIITrap(1)

メッセージフォーマット
　SNMP トラップに含まれるメッセージのフォーマットは、"[Newtech Supremacy III]
severity serial NTC_EVENT_ID:event-id message" となります。serial は RAID コント
ローラーのシリアル番号、severity は Informational (情報)／Warning (警告)／Error (障
害)のいずれか、message は、イベントログのメッセージと同じになります。通知されるイ
ベントの種類は、Eメール通知と同じになります。
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